
換
が
交
易
の
主
要
形
態
と
な
り
財
政
も
現
物
乃
至
は
労
務
課
徴
を
原
則
と
す
る
様
に
な
る
で
あ

ら
う
。
か
く
て
国
家
全
体
の
生
産
力
は
桓
め
て
低
位
と
な
り
、
輸
出
品
の
生
産
も
不
振
と
な
る

結
果
、
世
界
的
な
経
済
恐
慌
が
発
生
し
て
も
我
国
ひ
と
り
端
入
資
源
を
欠
〈
事
と
な
り
、
長
い

将
来
に
一問
一っ
て
重
大
な
禍
根
を
残
す
惑
と
な
ら
う
。
然
し
乍
ら
此
の
実
体
面
の
危
機
に
回
全
お

ほ
は
れ
て
不
換
紙
幣
の
涯
発
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
そ
の
危
機
の
上
に
か
ぶ
さ
っ
て
ゐ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
い
や
し
く
も
貨
幣
経
済
制
度
の
存
続
を
前
提
と
す
お
以
上
先

づ
不
換
紙
幣
の
濫
発
を
停
止
す
る
為
め
の
何
等
か
の
対
策
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿

論
我
国
の
場
合
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
克
服
即
ち
実
体
面
の
経
椅
危
機
の
回
避
乃
査
は
経
済
の

復
興
で
な
い
こ
と
は
何
度
も
繰
返
し
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
然
し
先
づ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

克
服
し
て
健
全
な
貨
幣
制
度
を
再
建
し
な
い
限
り
、
経
済
の
復
興
は
不
可
能
だ
と
い
ふ
事
実
を

我
々
は
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
復
興
よ
り
も
先
づ
安
定
」
と
い
ふ
こ
と
が
我
々
の
目
標

で
な
け
れ
ば
な
ら
沿
い
。
立
回
の
維
に
み
え
て
も
「
安
定
こ
そ
は
復
興
の
鍵
」
だ
と
い
ふ
こ
と
を

我
々
は
再
三
再
四
か
み
し
め
て
顕
の
中
に
た
た
害
こ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
吉
野
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国
イ
ン
フ
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ョ
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の

現
段
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戦
中
戦
後
十
乞
通
じ
て
進
展
し
来
っ
た
我
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
最
近
と
み
に
危
機
の
様

相
を
塁
し
始
め
た
こ
と
は
何
人
も
之
を
部
台
る
に
苓
で
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
抱
械
が
叫

ば
れ
た
の
は
何
も
今
が
始
て
で
は
な
い
。
幾
・度
か
呼
号
さ
れ
た
が
そ
れ
程
の
こ
と
も
な
〈
今
日

に
至
っ
た
。
一
体
そ
れ
で
は
謂
ふ
と
と
ろ
の
危
機
の
実
体
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
果
し
て
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
破
局
化
が
不
可
避
な
程
に
深
刻
な
も
の
か
ど
う
か
。
若
し
自
力
恢
復
が
不

可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
破
局
を
防
止
す
る
に
足
る
外
国
の
援
助
は
如
何
な
る
規
模
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
要
す
る
か
。
就
中
此
等
の
問
題
の
数
的
な
る
把
握
は
イ
ン
フ
レ

ー
シ

ョ
ン
の
霧
に
覆

は
れ
て
股
肱
・
そ
極
め
、
政
府
は
当
聞
の
弥
槌
嫌
に
追
は
れ
て
実
態
に
即
応
し
た
科
学
的
な
る
政

我
国
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
段
階
に
つ
い
て

策
を
樹
立
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
戦
前
に
較
べ
て
物
価
が
数
十
倍
或
は
百
数
十
倍

に
勝
賞
し
つ
L
あ
る
時
依
然
と
し
て
戦
前
の
円
と
現
在
の
円
を
同
列
に
加
減
乗
除
す
る
こ
と
は

突
は
ド
ル
と
円
を
そ
の
ま
L
加
減
乗
除
す
る
に
等
し
い
不
合
理
を
包
含
す
る
と
言
は
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
も
し
現
在
の
円
の
外
に
客
観
的
に
合
理
的
な
る
価
値
尺
度
が
周
ひ
得
ら
れ
る
な
ら

ば
我
国
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン

の
実
体
を
今
少
し
す
っ
き
り
と
し
た
形
で
之
を
浮
び
上
ら
せ
る
こ

と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
本
稿
は
か
L
る
観
点
か
ら
我
国
イ
ン
フ
レ
E
ジ
ョ
ン
の
一
つ
の
断
面

図
を
提
供
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
円
に
代
る
価
値
尺
度
と
し
て
は
昭
和
五
年
乃
至
九
年
の

平
均
を
基
準
と
す
る
綜
合
実
効
価
格
指
数
〈
附
表
第
一
参
照
)
を
録
用
し
た
。
但
し
此
の
指
数
は

附
表
第

一
の
註
に
明
記
し
て
あ
る
様
に
理
論
的
に
も
、
亦
作
成
技
術
に
関
し
て
も
極
め
て
不
完

全
な
点
が
多
〈
、
之
を
基
礎
と
し
て
重
大
な
結
論
を
下
す
ζ
と
は
早
計
の
誹
を
免
れ
な
い
が
、

我
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
現
段
階
を
客
観
的
に
把
握
す
る
為
め
の

一つ
の
参
考
資
料
を
提

供
す
る
意
味
に
於
て
試
算
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

二
、

物

価

昭
和
五
乃
至
九
年
を
平
均
基
準
と
す
る
前
記
綜
合
実
効
伺
枯
指
数
は
支
那
事
変
の
始
る
昭
和

一
二
年
に
は
基
地
に
比
し
一

・
一一
一
七
倍
で
あ
っ
た
が
、
爾
後
漸
勝
し
て
戦
争
終
結
の
前
年
昭
和

一
九
年
に
は
一
一…
・
九
八
即
も
約
四
倍
に
逮
し
た
。
昭
和
二
O
年
に
入
る
と
空
襲
の
激
化
と
共
に

物
価
騰
貴
も
次
第
に
激
し
く
な
り
、
同
年
八
月
終
戦
に
引
続
〈
経
済
の
混
乱
は
愈
々
之
に
拍
車

を
加
へ
右
指
数
は
九
月
に
は
一
躍

一
八

・
九
倍
に
達
し
た
。

一
O
月
に
は
粉
々
反
動
を
示
し
、

一
七

・
八
倍
に
下
っ
た
が

一
一
月
二
0
・
λ
倍
、
一
=
月
三
五

・
七
倍
と
続
騰
し
て
翌
一
一
一
年

に
入
る
。
こ
の
年
は
越
年

一
ヶ
月
半
に
し
て
敢
行
せ
ら
れ
た
金
融
緊
急
措
置
の
実
施
に
も
拘
は

ら
ず
聞
物
価
の
統
鵬
は
遂
に
之
を
抑
制
す
る
に
術
な
く
更
に
七
月
に
は
公
定
柵
格
休
系
の
大
幅

引
上
げ
も
あ
り
、
綜
合
実
効
価
格
指
数
は
六
月
四
六
倍
弱
、
=
一
月
に
は
約
六
三
倍
に
逮
し

た
。
二
二
年
に
入
つ
で
も
こ
の
物
価
勝
貨
は
一
向
に
哀
ヘ
を
見
せ
ず
λ
月
を
唯

一
の
例
外
と
し

て
一
貫
し
て
上
昇
カ
l
ヴ
を
描
き
つ
つ
、
右
指
数
は
一
一
一
月
八
五
倍
、
六
月
一
-
一
一
一
倍
、
九
月
に

は
約

一
五
七
倍
に
達
し
爾
後
引
説
会
急
カ
!
ヴ
の
上
昇
を
続
け
て
ゐ
る
模
様
で
あ
る
。
尚
ほ
拡

に
興
味
あ
る
と
と
は
八
月
に
於
て
僅
で
あ
る
が
物
価
が
下
落
し
て
ゐ
る
事
実
で
あ
る
。
之
は
前

年
の
昭
和
一
二
年
に
於
て
も
同
様
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
前
大
戦
後
の
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
卜
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
於
て
も
毎
年
七
、
八
月
の
候
定
期
的
に
物
価
脆
貨
が
鈍
化
乃
至
は
反
対
に
下

ー
一一一
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落
し
た
こ
と
と
考
へ
合
せ
る
時
、

そ
れ
が
燃
料
費
、

衣
料
費
負
担
の
軽
減
等
、
何
等
か
の
季
節

的
要
因
に
基
〈
も
の
か
、

そ
れ
と
も
二
年
共
そ
れ
に
先
行
し
て
行
は
れ
た
公
定
価
格
の
大
師
引

上
に
伴
ふ
流
通
秩
序
の
改
善
に
よ
る
も
の
で
る
る
か
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る

(
附
表
第
二
汐

照)。次
に
実
効
価
格
に
於
け
る
卸
売
及
び
小
売
の
両
指
数
の
捌
き
合
比
較
す
る
と
、
勝
貨
は
先
づ

卸
売
指
数
に
於
て
先
行
し
て
起
り
、
次
に
小
売
指
数
の
勝
賞
が
之
に
次
第
に
追
付
き
、
更
に
追

絡
し
て
そ
の
聞
き
は
一
時
急
速
度
に
増
大
す
る
が
や
が
て
そ
の
聞
き
が
漸
次
小
さ
〈
た
っ
て
ゐ

る
こ
と
が
観
取
さ
れ
る
〈
附
表
第
一
参
照
)
。
然
ら
ば
両
指
数
の
斯
械
な
励
会
は
何
を
意
味
す
る

か
。
即
ち
我
国
イ
ン
フ
レ
i
シ
ヲ
ン
の
初
期
は
一
市
に
於
て
戦
時
好
景
気
の
表
現
で
・
も
あ
っ
た

の
で
あ
り
卸
売
物
価
が
先
づ
鋭
敏
に
之
を
反
映
し
た
。
卸
苑
物
価
の
勝
貨
は
や
が
て
小
売
物
価

に
も
糾
か
ざ
る
を
抑
な
い
の
で
あ
る
が
、
戦
争
の
進
底
に
伴
ひ
次
第
に
強
化
さ
れ
て
行
っ
た
経

済
統
制
は
、
そ
の
統
制
技
術
の
制
約
か
ら
し
て
当
然
に
卸
売
部
而
に
於
て
よ
り
強
く
作
用
し

た
。
換
言
す
れ
ば
大
口
の
卸
売
取
引
は
小
売
取
引
に
比
し
、
よ
り
多
〈
公
定
経
済
聞
に
依
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
二
つ
の
指
数
は

一
時
可
成
り
の
鶏
臨
b
z
示
す
。
然
し
乍

ら
斯
抑
制
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
経
済
の
自
然
に
反
す
る
が
放
に
永
続
し
得
べ
会
性
質
の
も
の
で
は

な
い
。
昭
和
二
一
年
末
頃
よ
り
こ
の
開
舎
が
漸
次
縮
小
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
は
こ
の
自

然
の
離
の
当
然
の
帰
結
で
あ
ら
う
。

更
に
進
ん
で
公
定
価
絡
指
数
と
問
価
格
指
数
を
比
較
す
る
。
先
づ
両
者
の
系
離
が
始
る
の
は

大
体
附
和
一
五
年
以
降
と
見
て
益
支
へ
な
い
。
然
し
乍
ら
戦
争
中
は
信
頼
し
仰
る
開
価
格
指
数

が
作
成
さ
れ
て
ゐ
沿
い
か
ら
直
接
両
者
の
比
泌
を
測
定
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
別

問
に
就
て
は
公
定
制
絡
に
対
す
る
突
効
価
格
指
数
の
倍
率
を
と
る
と
昭
和

一
五
年
か
ら
一
九
年

の
附
に
卸
売
指
数
で
は
一

・
O
八
倍
か
ら
こ

・
一一
一一
倍
に
、
小
先
指
数
で
は
一

・
O
七
倍
か
ら

一
・
九
三
倍
に
夫
々
増
大
し
て
ゐ
る
。
今
仮
に
央
効
側
絡
に
於
け
る
公
定
と
附
の
ウ
エ
イ
ト
が

久
対
こ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
一
九
年
の
数
字
は
大
体
閥
価
格
が
公
定
価
枯
の

一
O
倍
内
外

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
之
に
よ
っ
て
見
て
も
既
に
附
和
-
九
年
迄
に
公
定
及
び
聞
の
両
側

棉
指
数
の
需
雌
は
利
当
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

終
戦
後
に
就
て
は
各
部
の
悶
側
格
指
数
が
作
成
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
之
が
公
定
価
格
に
対
す
る

倍
数
含
算
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
木
行
先
決
の
消
沈
財
及
び
生
産
財
の
央
桜
一

二
四

物
価
指
数
を
使
用
し
て
こ
の
倍
率
を
計
算
す
る
。
先
づ
卸
売
指
数
で
は
昭
和
二

O
年
九
月
ご
一

倍
、
同
一
一
月
二
一一
一
倍
に
逃
す
る
が
翌
-
二
年
三
月
頃
か
ら
こ
の
講
師
は
逆
に
縮
小
し
始
め
問

年
四
月
に
は
八
倍
、
八
月
に
は
六
倍
と
低
下
を
示
す
。
尤
も
同
年
末
頃
か
ら
再
び
こ
の
倍
率
は

増
大
し
、
二
二
年
五
尽
に
は
二
二
一
倍
に
忍
ぶ
が
公
定
価
格
の
大
幅
引
上
げ
に
よ
り
こ
の
議
離
は

再
び
縮
小
し
、
七
月
に
は
九
倍
に
低
下
し
た
。
小
売
指
数
の
場
合
も
府
下
そ
の
幅
は
大
き
い
が

大
体
之
に
類
似
し
た
勤
き
を
示
し
て
ゐ
る
(
附
表
第
五
参
照
)
。

右
の
諸
係
数
の
示
す
特
徴
は
、
第

一
に
、
公
定
と
聞
の
議
離
は
先
づ
卸
売
指
数
に
於
て
先
行

し
て
起
る
が
、
や
が
て
小
売
指
数
に
於
け
る
議
離
が
之
を
追
越
し
て
進
ん
で
ゐ
る
こ
と
で
あ

り
、
第
二
に
、
こ
の
議
離
は
一
定
の
時
期
迄
は
増
大
の
一
途
を
辿
る
が
、
披
動
を
揃
き
つ
つ
も

や
が
て
漸
次
そ
の
怖
を
縮
小
し
始
め
、
単
一
価
格
制
へ
の
復
帰
を
指
向
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
。
而
し
て
こ
の
傾
向
は
多
ぐ
の
場
合
間
側
絡
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
で
は
な
〈
、
迎
に
公
定
制

格
の
引
上
げ
乃
至
は
撤
廃
と
い
ふ
形
を
と
る
こ
と
を
常
と
す
る
。
現
在
迄
の
経
過
に
関
す
る
限

り
我
国
の
イ
ン
フ
レ
l

シ
ヲ
ン
が
決
し
て
こ
の
例
外
で
な
い
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
あ
る
ま

、。
-
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物
価
の
項
の
結
論
に
代
へ
て
我
国
の
綜
合
実
効
価
格
の
動
き
を
前
大
戦
後
に
於
け
る
ド
イ
ツ

及
び
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
イ
ン
フ
レ
l
シ
ヲ
ン
の
場
合
と
比
岐
し
て
見
る
。
凡
そ
洋
の
東
西
を
問
は

ず
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
於
て
物
価
が
一

O
O倍
を
組
へ
る
と
い
ふ
こ
と
は
極
め
て
抱
険
な
信

号
と
見
て
差
支
へ
な
い
。
ド
イ
ツ
に
於
て
一
九
一
四
年
開
戦
時
に
比
し
物
側
が

一
O
O倍
を
超

へ
た
の
は
一
九
二
二
年
七
月
、
即
ち
賠
償
問
題
を
平
和
的
に
解
決
せ
ん
と
し
た
復
興
大
臣
ラ
l

テ
ナ
ウ
が
暗
殺
せ
ら
れ
た
将
一
月
で
あ
り
、
以
後
急
速
度
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
強
化
し
て
同

年
二
一
月
に
は
物
価
は
早
く
も
て
四
七
凹
倍
に
迷
し
た
。
又
ソ
ヴ
イ

エ
ツ
ト
に
於
て
開
戦
の

前
年
即
ち
一
九
一
一
一
一
年
に
比
し
物
価
が
一

O
O倍
に
迷
し
た
の
は
一
九
一
八
年
七
月
の
こ
と
で

此
の
頃
か
ら
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
次
却
に
乎
の
着
け
よ
う
が
な
く
な
り
、
設
に
レ
1
ニ
ン
が

提
起
(同
年
五
月
)
し
た
幣
制
改
革
案
も
遂
に
断
念
し
、
翌
一
九
一
九
年
一
月
穀
物
徴
発
制
の
採

用
を
契
機
と
し
て
戦
時
共
産
主
義
政
策
へ
の
転
換
を
余
儀
な
〈
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

か
ら
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
政
府
は
迎
貨
制
仙
維
持
政
策
を
抽
烈
し
後
に
は
民
に
貨
幣
縫
い
折
の
院
瀧
を

ず
ら
目
標
と
す
る
に
至
っ
た
。
か
く
て
物
価
は
急
ピ
ッ
チ
に
上
昇
し
翌
一
九
一
九
年
末
に
は

!
、
七
九

O
舶
に
達
し
た
(
附
淡
泊
十
六
参
限
)
。



翻
っ
て
我
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
如
何
、
前
述
の
綜
合
実
効
価
格
が
基
準
時
に
比
し
一

O
O倍
を
超
へ

た
の
は
岡
和
二
=
年
五
月
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
節
で
述
べ
る
如
〈
丁
度
こ
の
実

効
価
格
指
数
が
通
貨
流
通
高
指
数
を
追
越
し
た
月
に
一
致
す
る
。

こ
の
一
事
を
以
て
し
て
も
我

国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
相
当
危
険
な
状
態
に
入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る

で
あ
ら
う
。

三
、

通

貨

先
づ
現
金
通
貨
流
通
商
推
移
を
見
る
に
、
日
本
銀
行
券
、
補
助
貨
及
び
小
額
紙
幣
の
各
年
月

平
均
流
通
高
(
朝
鮮
及
び
台
湾
分
を
除
ぐ
〉
は
昭
和
五
年
に
は
一
一
一
億
八
千
五
百
万
円
で
あ
っ
た

が
、
戦
争
中
漸
増
し
て
同
一
九
年
に
は

一
二
九
億
円
に
達
し
た
。
終
戦
後
こ
の
増
勢
は
急
ピ
ッ

チ
に
上
昇
し
、
同
一

一一一年
九
月
に
は

一、

五
三
八
億
円
と
な
っ
た
(
附
表
第
六
参
照
)
。

右
通
貨
滅
、
通
高
を
昭
和
五
乃
至
九
年
平
均
を
一

O
Oと
す
る
指
数
を
以
て
表
は
す
と
昭
和
ご

二
年
九
月
は
二

一、
五
五
七
即
ち
基
準
時
の
約
一
一
一
五
倍
強
に
当
る
定
大
な
数
字
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
こ
の
通
貨
膨
版
事
を
前
節
で
明
か
に
し
た
物
価
勝
賞
率
と
比
較
し
て
見
る
こ
と
は
イ
ン

フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
進
康
段
階
を
判
別
す
る
上
に
於
て
極
め
て
車
製
な
操
作
の
一
っ
と
雷
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
両
者
の
比
較
と
雪
ふ
観
点
か
ら
す
る
時
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
通
常

次
の
三
段
階
を
経
て
進
む
も
の
と
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
第

一
の
段
階
は
先
づ
通
貨
膨
脹
が
起

る
が
物
価
は
停
滞
乃
至
は
相
当
の
遅
れ
を
以
て
漸
騰
す
る
時
期
、
第
二
は
物
川
勝
賞
が
次
第
に

大
と
な
り
通
貨
膨
脹
と
平
行
し
て
進
む
時
期
、
第
一一
一
位
物
価
騰
貴
が
通
貨
膨
脹
を
追
ひ
越
し
て

進
む
時
期
で
め
る
。
我
国
の
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
就
て
も
昭
和
一
一
一
年
=
月
の
金
融
緊
急
措

置
等
の
影
響
に
よ
る
多
少
の
歪
曲
が
あ
る
と
は
一
宮
へ
大
略
こ
の
一
-一
つ
の
段
階
を
制
す
る
と
と
が

出
来
る
。
今
附
和
五
乃
至
九
年
平
均
を

-
O
Oと
す
る
両
者
の
指
数
を
と
れ
ば
早
く
も
昭
和
-

二
年
に
於
て

一
四
八
対

二
二
七
と
通
貨
増
発
の
先
行
性
が
現
れ
、
こ
の
開
容
は
年
と
共
に
進

ん
で
昭
和
一
六
年
三
九
O
対
一
一
一
六
、
同

一
九
年
一
、

O
五
八
対
三
九
八
と
な
り
、
同
ニ

O
年

(
一
|
八
月
平
均
)
に
は

て

九
五
八
対
四
七
九
と
約
四
倍
に
迄
達
し
た
。
然
る
に
終
戦
後
は
通

貨
の
増
大
も
さ
る
と
と
な
が
ら
物
価
の
脆
貨
は
一
一
周
急
に
し
て
翌
一
二
年
三
月
に
は
四
、

九
四

三
対
四、

O
O四
と
両
者
は
非
常
な
接
近
を
示
す
。
こ
の
辺
り
か
ら
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
漸

〈
第
二
段
階
に
入
る
わ
け
で
あ
る
が
、
折
か
ら
実
施
さ
れ
た
金
融
緊
急
措
障
に
よ
っ
て
通
貨
は

人
為
的
に
収
縮
し
、
そ
の
結
果

一
時
物
価
脆
貨
の
先
行
性
が
比
較
上
表
面
に
現
れ
る
が
例
年
九

我
国
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
現
段
階
に
つ
い
て

月
に
は
再
び
五
、

二
一
六
対
五
、
O
四
五
と
僅
な
が
ら
通
貨
膨
脹
の
先
行
が
見
ら
れ
、
・
之
が
翌

一
一二
年
四
月
迄
継
続
す
る
。
然
る
に
同
年
五
月
に
入
る
と

一
O
、
四

一
七
対

一
O
、
四
五
七
と

僅
な
が
ら
遂
に
物
価
勝
貨
の
先
行
性
が
観
取
せ
ら
れ
る
に
至
り
、
翌
月
に
は
一

O
、
九

一
四
対

=
一
、
三
八
四
と
明
確
な
る
第
三
期
的
症
状
を
露
呈
し
始
め
る
。
こ
の
聞
き
は
早
〈
も
九
月
に

は

二

寸

五
.4
七
対
一
五
、
六
七
九
〈
約
一

・
二
五
倍
〉
に
達
す
る
(
附
表
第
六
参
照
)。

こ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
第
三
段
階
に
入
っ
た
時
期
を
参
考
の
た
め
前
大
戦
後
の
ド
イ
ツ

及
び
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
と
比
較
し
て
見
る
。
先
づ
ド
イ
ツ
に
就
て
言

へ
ぽ

一
九
二
二
年
の
初
頭
が
ほ
ど
こ
の
時
期
に
相
当
す
る
。
即
ち
一
丸
一
四
年
平
均
を
一

O
O

と
す
る
指
数
を
以
て
示
せ
ば
、
一
九
一
一
一
年
一
二
月
に
於
て
通
貨
一
こ
、
四

O
六
に
対
し
物
仰
は

=一、一二
二
O
で
あ
っ
た
の
が
翌

一
九
二
二
年
六
月
に
は
通
貨
玉、

O
一
O
対
物
価
六
、
六
丸
五

と
逆
転
し
、
こ
の
差

2識
に
増
大
し
て
同
年
一
一

一月
に
は
早
く
も
通
貨
三
六
、

O
一
八
対
物

価

一
四
O
、
四
五
六
と
な
っ
て
ゐ
る
。
又
之
を
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
に
就
て
見
れ
ば

一
九

一
七
年
末

所
期
十
一
月
革
命
に
よ
っ
て
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
が
政
栴
を
磁
得
す
る
前
後
に
相
当
す
る
。
即
ち
一

丸

一
四
年
七
月
一
日
を
一

O
Oと
す
る
指
数
で
表
示
す
れ
ば
-
九
一
七
年
一

O
RM通
貨

て

O

七
八
対
物
価
七
五
五
が
一
一
月
に
は
逆
に
通
貨

一
、
=
o
一
対
物
価

一
、
二
八
五
と
な
り
、
爾

後
両
者
の
開
含
は
急
増
し
て
一
九
一
八
年
七
月
に
は
通
貨
二
、
六
八

一
対
物
価
一

O
、
0
0
0

と
な
っ
て
ゐ
る
。
之
を
要
す
る
に
物
価
騰
貴
の
通
貨
増
発
に
対
す
る
先
行
は
極
め
て
危
険
な
症

状
で
あ
り
、
こ
れ
が
始
ま
る
時
期
は
大
休
前
節
で
述
べ
た
物
価
が
一

O
O倍
に
な
る
時
期
と
相

前
後
し
て
到
来
し
、
爾
後
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
急
速
に
悪
化
し
て
行
〈
場
合
が
多
い

〈附
表

第
十
七
参
照
〉
。

次
に
預
金
通
貨
の
数
量
を
見
る
に
全
国
銀
行
勘
定
当
峰
預
金
残
高
五
び
当
直
貸
越
残
高
の
合

計
(
在
朝
鮮
及
び
在
台
湾
銀
行
分
を
除
〈
)
は
附
和
五
年
に
は
こ

O
億
二
千
四
百
万
円
で
あ
る

が
、
爾
後
漸
摘
し
て
昭
和

一
九
年
に
は

-
O八
億
四
千
九
百
万
円
に
達
し
た
。

こ
の
辺
ま
で
は

現
金
通
貨
と
大
略
平
行
し
て
進
ん
だ
預
金
通
貨
の
数
量
は
終
戦
後
そ
の
増
勢
が
現
金
通
貨
に
比

し
著
し
ぐ
鈍
化
し
、
昭
和
=
=
年
九
月
に
於
て
も
僅
に
一
一
一一一
一九
億
円
程
度
(
基
準
に
比
し
約
一

七
倍
)
に
過
ぎ
な
い
(
附
表
第
七
参
照
〉
。

こ
の
同
じ
期
聞
に
現
金
通
貨
は
約

一
一
一五
倍
に
達
し

て
居
り
、
預
金
品
貨
の
回
転
速
度
が
通
常
現
金
一通
貨
の
そ
れ
の
約
阿
倍
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に

入
れ
る
な
ら
ば
こ
の
通
貨
構
成
比
率
の
変
化
の
持
つ
意
味
は
極
め
て
霊
要
で
め
る
。

二
主



正ι
笛司

説
〈
そ
の

般

一、-.../

経

済

然
ら
ば
通
貨
数
量
の
右
の
如
き
名
目
上
の
急
増
は
実
体
的
に
は
国
民
経
済
上
ど
の
程
度
の
投

割
を
果
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
、
前
記
綜
合
実
効
価
格
指
数
に
よ
っ
て
基
準
時
の
円
価
値
に
換

算
ぜ
ら
れ
た
価
額
〈
以
下
基
準
円
表
示
価
額
と
称
す
)
は
よ
し
完
全
に
正
確
で
あ
る
と
は
称
し
難

い
に
し
て
も
大
勢
を
筑
ふ
に
は
充
分
で
あ
ら
う
。

先
づ
基
準
円
を
以
て
表
示
せ
ら
れ
た
現
金
通
貨
数
援
の
推
移
を
見
る
に
昭
和
五
年
の

一
一
億

一
千
四
百
万
円
か
ら
漸
増
し
て
同
一
九
年
に
は
三
ご
偲
六
千
万
円
に
達
す
る
が
、
爾
後
は
急
激

な
物
価
騰
貨
の
影
響
を
受
け
て
そ
の
名
目
上
の
怖
通
量
増
大
と
は
反
対
に
漸
減
し
始
め
二
二
年

九
月
に
は
九
億
八
千
一
首
万
円
と
遂
に
昭
和
五
年
の
数
字
を
さ
へ
も
下
廻
る
に
至
っ
た
(
附
表

第
八
多
照
)
。

次
に
同
じ
〈
基
準
円
を
以
て
表
示
せ
ら
れ
た
預
A
M
A貨
数
量
の
推
移
を
見
る
と
そ
の
変
化
は

一
周
顕
説
明
で
あ
る
。

即
ち
之
は
昭
和
五
年
の
一
九
儲
四
百
万
円
か
ら
、
問
一
六
年
に
は
三
二
億

四
千
三
百
万
円
に
述
す
る
が
制
後
間
十
〈
も
.
断
滅
に
転
じ
一
九
年
に
は
こ
七
億
二
千
七
百
万
円
に

縮
小
し
て
ゐ
る
。
之
は
戦
附
統
制
経
済
の
進
展
に
伴
ひ
従
来
小
切
手
取
引
で
あ
っ
た
も
の
の
一

部
が
現
金
取
引
に
移
行
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
更
に
終
戦
後
は
物
価
の
急
勝
、
預

金
不
安
、
闇
取
引
の
盛
行
等
が
響
い
て
預
金
通
貨
の
数
量
は
一
層
急
激
な
る
減
少
を
示
し
、
二

O
年
九
月
八
億
六
百
万
円、

二
一

年
九
月
三
億
四
百
万
円
、
二
二
年
九
月
二
億
一
千
七
百
万
円

と
附
和
五
年
に
較
べ
て
も
僅
か
に
そ
の

一
割
程
度
に
過

F
ぬ
惨
状
を
示
し
て
ゐ
る

(
附
表
第
八

参
照
)
。
更
に
進
ん
で
現
金
、
預
金
の
両
通
貨
を
綜
合
し
て
考
へ
て
見
る
と
後
者
は
通
常
前
者
の
約
四

倍
の
回
転
速
度
を
有
す
る
か
ら
こ
の
割
合
で
仮
に
後
者
を
前
者
に
換
算
し
て
合
計
し
て
見
る
な

ら
ば
基
準
何
で
表
示
し
た
総
通
貨
の
数
量
は
、
附
和
主
年
の
八
七
億
円
か
ら
一
二
年
九
六
億

円
、
二
ハ
年
一
五
一
一
億
円
と
増
大
し
、
前
後
漸
減
し
て

一
九
年
に
は
一
四
一
億
円
と
な
り
、
終

戦
後
は
民
に
激
減
し
て
こ

O
年
九
月
五
五
舷
円
、

二
一
年
九
月
二

O
惚
円
、
二
二
年
九
月
一
八

億
円
程
度
と
い
ふ
と
と
に
な
る
。

終
り
に
現
金
通
貨
数
抵
の
実
質
価
値
の
抑
移
を
前
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
及
び
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
郁
例
と
比
較
し
て
児
る
。
先
づ
ド
イ
ツ
の
掛
合
は
、
之
を
一
九
-
問
年
の

マ
ル
ク
で
表
示
す
る
と
、
各
年

一
二
月
米
現
慌
で
、
一
九
一
凶
年
の
四
六
位
マ
ル
ク
か
ら
漸
増

し
て
一
九
}
九
年
六
月
末
に
は
一
一
一
一
八
億
マ

ル
ク
に
山
必
ず
る
が
雨
後
イ

γ
フ
レ
1
シ
ヨ
ン
の
激

一
一六

化
と
共
に
漸
減
し
て
一
九
二
三
年
七
月
に
は
遂
に
五
億
八
千
六
百
万
マ
ル
ク
と
一
九
一
四
年
に

較
べ
て
実
に
そ
の
約
八
分
の

一
に
迄
減
少
し
た
。
こ
の
点
か
ら
我
国
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現

段
階
を
ド
イ
ツ
の
場
合
に
な
ぞ
ら
へ
れ
ば
そ
れ
は
や
は
り
一
九
二
二
年
の
前
期
に
相
当
す
る
で

あ
ら
う
。
又
ソ
ヴ
イ

ヱ
ツ
ト
の
場
合
は
戦
前
留
で
表
示
し
て
各
年
七
月
一
日
現
在
に
て

一
九
一

四
年
の
二
三
億
留
か
ら
漸
増
し
て
一
九
一
六
年
に
は
三
四
億
留
に
達
す
る
が
之
を
峠
と
し
て
減

少
し
一

九
一
ご
年
に
は
突
に
=
千
九
百
万
留
〈
一
九
一
四
年
の
一
%
強
〉
に
過
ま
な
か
っ
た
(
附

表
第
十
八
番
問
)
。
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
の
場
合
は
貨
幣
の
廃
諜
を
指
向
し
た
戦
時
共
産
主
義
の
影

響
も
勿
論
大
き
い
け
れ
ど
も
根
本
的
に
は
や
は
り
激
烈
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
結
果
と
言
は

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尚
ほ
耐
者
と
も
現
金
通
貨
の
み
に
就
て
見
た
が
預
合
通
貨
が
之
に
も
増

し
て
減
少
し
て
ゐ
る
こ
と
は
組
像
に
雌
く
な
い
。

問、

知
山
金
及
び
貸
出

全
閣
銀
行
勘
定
の
淵
金
総
額
は
大
雑
把
に
見
る
と
附
和
五
年
一

O
九
億
円
か
ら
累
増
し
て
こ

二
年
九
月
末
に
は
一
、
八
阿
凶
般
円
に
迷
し
て
ゐ
る
。
か
〈
の
如
〈
名
目
的
に
は
恰
も
順
制
に

増
大
し
つ
つ
め
る
か
に
見
え
る
我
同
銀
行
預
金
の
動
向
も
今
試
み
に
基
準
門
を
以
て
表
示
し
て

見
る
な
ら
ば
如
何
に
そ
れ
が
貧
弱
且
つ
危
険
な
状
態
に
あ
る
か
と
言
ふ
こ
と
は
た
ち
ど
こ
ろ
に

明
と
な
る
で
あ
ら
う
。

即
ち
基
準
阿
で
表
示
さ
れ
た
布
預
金
額
は
昭
和
五
年
一

O
一一
一億
円
か
ら

同
一
九
年
の

一
九
三
億
円
迄
に
増
加
し
た
が
終
戦
後
は
逆
に
急
激
に
減
少
し
、
二
二
年
九
月
に

は
遂
に

一
二
億
円
弱
と
い
ふ
貧
弱
な
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
(
附
表
第
九
参
照
)
。

全
国
銀
行
勘
定
の
預
金
総
額
が
昭
和
五
年
に
較
べ
て
も
僅
か
に
そ
の
約

一一
訓
に
過
ぎ
ぬ
と
い

ふ
布
の
数
字
の
鉱
山
方
法
に
関
し
て
は
厳
密
に
は
色
々
の
角
度
か
ら
批
判
も
必
り
、
改
替
の
余

地
も
多
い
。
然
し
ヤ
ら
如
何
な
る
計
算
方
法
を
採
る
に
も
せ
よ
、
そ
れ
が
物
価
腕
貨
の
現
実
に

品
川
慨
を
位
く
も
の
で
あ
る
限
り
次
の
二
つ
の
事
実
を
蔽
ひ
隠
す
こ
と
は
出
来
制
な
い
で
あ
ら

う
。
第
一
は
、
現
在
の
我
凶
銀
行
制
金
の
突
体
が
戦
前
の
そ
れ
に
対
し
比
岐
に
な
ら
ぬ
粧
低
い

水
準
に
あ
る
こ
と
、
第
二
は
、
白
山
預
金
の
派
手
な
桶
加
に
も
拘
は
ら
ず
銀
行
却
金
の
央
体
は

終
戦
後
一
貫
し
て
徳
川
雌
突
に
・
減
少
し
統
け
て
ゐ
る
こ
と
即
ち
之
で
あ
る
。

訟
に
こ
の
低
い
水
路
に
あ
る
制
金
の
内
容
分
析
に
進
む
な
ら
ば
そ
の
央
休
が
吏
に
惨
怖
た
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
明
す
る
。
即
ち
全
凶
皆
、
通
銀
行
に
於
け
る
預
金
勘
定
の
組
目
別
の
励
会

を
採
っ
て
見
る
と
、

先
づ
定
則
.m
m
金
は
附
和
七
年
六
月
四
五
億
円
、
問
一
}
一
年
六
月
六
六
舷
門



か
ら
二
一
一
年
九
月
一

二
三
億
円
(
自
由
預
金
の
み
〉
と
な
っ
て
ゐ
る
が
之
を
基
準
円
で
表
示
す
れ

ば
、
七
年
の
五

一
億
円
、
一
二
年
の
四
九
億
円
に
対
し

二
二
年
九
月
は
僅
に
七
千
λ
百
万
円

(
戦
前
水
準
の
二
%
弱
〉
に
過
F
な
い
。
又
こ
の
定
期
預
金
が
総
預
金
額
中
に
於
て
占
む
る
比
率

を
採
る
と
昭
和
七
年
五
九
%
、
同
一
一

一年
五
六
施
に
比
し
、
二
二
年
九
月
は
一

二
%
に
低
下
し

て
ゐ
る
。
而
も
こ
の
僅
ば
か
り
の
定
期
預
金
の
何
割
か
が
そ
れ
を
担
保
と
す
る
貸
出
に
見
合
ふ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
比
等
の
数
字
が
何
を
意
味
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
が
判
然

と
す
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
向
・悶
預
金
の
大
部
分
は
普
通
預
金
と
当
座
預
金
で
あ
っ
て
総
預

金
額
に
対
す
る
比
率
は
前
者
間
八
%
、
後
者
二
八
%
と
な
っ
て
居
り
之
を
昭
和
七
年
の
夫
々
ご

O
%
及
び
}
一
%
と
較
べ
る
と
拘
段
の
相
興
が
あ
る
。
而
し
て
現
有
の
凶
行
通
預
金
の
大
部
分
は

昔
の
特
別
当
座
預
金
と
異
り
殆
ど
貯
都
性
預
金
と
は
称
し
難
〈
そ
の
流
動
性
は
極
め
て
尚
〈
、

吏
に
当
座
預
金
に
歪
つ
て
は
現
金
に
数
倍
す
る
回
転
述
度
を
有
す
る
通
貨
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
を

併
せ
て
附
言
し
て
位
〈
(
附
表
第
九
の
一
-
一
参
照
)
。

昭
和
二
二
ヰ
二
月
の
金
融
緊
急
措
世
以
来
全
国
銀
行
勘
定
の
自
由
預
金
残
高
は
確
か
に
実
質

的
に
も
地
大
し
て
来
た
。
そ
れ
は
基
準
円
で
表
示
し
て
も
一

一一
一
年
九
月
に
は
七
億
二
千
六
百
万

円
に
な
る
。
然
し
之
も
既
に
一
一
一
年
一
O
月
に
は
五
徳
九
千
二
百
万
円
、
-
一
一
一
年
四
月
に
は
早

〈
も
七
億
三
千
二
宵
万
円
に
達
し
て
ゐ
る
こ
と
を
見
れ
ば
既
に
完
全
に
頭
打
ち
状
態
に
あ
り
、

の
み
な
ら
ず
と
の
自
由
預
金
の
微
増
よ
り
も
、
遥
か
に
急
激
に
封
鎖
預
金
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
と

い
ふ
こ
と
は
銘
記
き
れ
る
必
要
が
あ
る
(
附
表
第
十
参
照
〉
。
か
く
し
て
昭
和
五
年
に
は
現
金
通

貨
流
通
高
の
九
倍
以
上
の
比
率
を
保
有
し
て
ゐ
た
全
国
銀
行
勘
定
預
金
残
高
は
昭
和
ご
二
年
九

月
に
於
て
は
僅
か
に
現
金
通
貨
流
通
商
の
一

・
二
倍
に
す
が
C

な
ぃ
。
こ
の
驚
く
べ
き
事
実
は
単

に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
に
よ
っ
て
銀
行
預
金
の
実
体
が
極
て
貧
弱
な
も
の
と
な
っ
た
こ

と
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
正
規
の
金
融
機
関
を
通
じ
て
規
正
さ
れ
得
る
資
金
が
国
民
経
済
の
有

す
る
資
金
全
体
の
中
で
如
何
に
小
さ
な
一
部
分
に
す

F
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
を
物
語
る
も
の
で

あ
る
。頭
金
に
就
て
言
っ
た
と
大
略
同
じ
こ
と
は
貸
出
に
就
て
も
そ
の
ま
L
当
て
は
ま
る
。
預
金
と

平
行
し
て
名
目
的
に
は
昭
和
五
年
の
九
九
億
円
か
ら
二
二
年
九
月
の
て
三
四
七
鍛
円
に
迄
増

大
し
て
来
た
全
国
銀
行
勘
寓
貸
出
残
高
も
之
を
基
準
円
で
表
示
す
れ
ば
催
に
八
億
六
千
万
円
に

す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
昭
和
五
年
の

一
割
に
も
満
た
な
い
。
而
も
こ
の
大
半
が
過
去
の
焼
付
い
た
貸

我
国
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
段
階
に
つ
い
て

出
で
あ
る
こ
と
を
思
ふ
時
一止
規
の
ル
l
ト
を
通
じ
て
貸
出
し
得
る
資
金
の
如
何
に
僅
少
な
る
か

は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。

五
、
国
家
財
政
収
支

眼
を
転
じ
て
刻
下
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
絶
え
ず
激
成
し
つ
L
あ
る
財
政
の
分
野
を
眺
め
て

見
ゃ
う
。
先
づ
国
民
経
済
に
於
け
る
財
政
の
大
き
さ
を
見
る
た
め
に
国
家
財
政
収
支
の
純
計
の

推
移
を
辿
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
貨
幣
価
額
を
以
て
表
は
さ
れ
る
仙
の
多
く
の
係
数
と
同
じ
く

財
政
収
支
純
計
、
例
へ
ば
歳
出
の
数
字
を
と
っ
て
見
る
と
そ
れ
は
昭
和
五
年
の
凹
O
億
円
か
ら

昭
和
二
一
年
の

一
、
九
二
二
億
円
に
増
大
し
、
最
近
大
蔵
省
が
発
表
し
た
財
政
白
批
判
に
よ
れ
ば

昭
和
二
二
年
の
そ
れ
は
四
、
三
O
O
億
円
に
上
る
と
言
ふ
。
然
し
乍
ら
こ
の
様
な
強
大
な
数
字

を
羅
列
し
て
見
た
処
で
財
政
の
有
す
る
実
体
的
な
大
き
さ
を
知
る
た
め
に
は
何
の
役
に
も
立
た

な
い
で
あ
ら
う
。
よ
っ
て
例
に
よ
っ
て
此
等
の
数
字
を
基
準
円
を
以
て
表
示
し
て
そ
の
推
移
を

跡
づ
け
て
見
る
。
財
政
収
支
純
計
に
於
け
る
歳
出
は
昭
和
五
年
の
三
七
儲
か
ら
次
筋
に
増
大
し

て
一
八
年
に
は

一
五
O
偲
門
に
述
ず
る
。
一
九
年
に
就
て
は
純
計
が
発
表
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で

詳
し
〈
は
不
明
で
あ
る
が
蹴
出
総
額
の
動
き
か
ら
之
を
見
れ
ば

一
八
年
を
更
に
上
廻
っ
て
ゐ
る

も
の
と
推
定
さ
れ
大
体
一
八
O
億
円
前
後
と
考
へ
ら
れ
る
。
終
戦
の
年
で
あ
る
こ
O
年
に
な
る

と
逆
に
減
少
に
転
じ

一-一
一
一
億
円
、

翌
一
二
年
に
は
大
幅
に
減
少
し
て
凶
O億
円
と
な
る
。
更

に
二
二
年
に
な
る
と
追
加
予
算
を
含
ま
ぬ
当
初
の
予
算
を
同
年
四
月
の
実
効
価
格
指
数
で
基
準

円
に
修
正
し
て
二
六
億
九
千
八
百
万
円
又
最
近
の
財
政
白
書
の
数
字
を
同
じ
〈
九
月
の
指
数
で

修
正
し
て
二
七
億
二
千

一
百
万
円
と
な
る
か
ら
基
準
円
で
大
体
二
七
億
円
前
後
即
ち
昭
和
玉
、

六
年
に
較
べ
て
二
削
減
程
肢
と
見
て
差
支
へ
な
い
。
工
鉱
業
生
産
の
六
割
減
、
国
民
所
得
の
四

乃
至
五
削
減
、
預
金
の
九
削
減
等
と
比
較
し
て
そ
の
相
対
的
な
大
き
さ
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う

(
附
表
第
十

一
容
照
)
。
そ
こ
で
何
れ
も
大
崎
省
発
表
に
係
る
係
数
を
用
ひ
て
国
民
所
得
に
対
す

る
財
政
支
出
(
純
計
)
が
占
む
る
比
率
を
と
っ
て
見
る
と
、
昭
和
五
年
の

一
七
M

汚
か
ら
次
第
に
増

加
し
て
同

一
-
年
五
二
%
、
一
六
年
五
λ
%
、
一
八
年
八
九
%
と
な
り
、
一
九
年
及
び
二
O
年

は
逆
に
財
政
支
出
が
二
乃
.金
三
割
方
国
民
所
栂
を
上
廻
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
以
後
は
再
び
元
に
民

っ
て
}
二
年
六
四
%
、

二
二
年
四
八
%
と
な
る
。

右
は
主
と
し
て
財
政
負
担
が
国
民
所
得
に
比
し
て
畑
何
に
大
き
い
か
と
い
ふ
面
を
分
析
し

た
。
山
知
し
こ
の
事
柄
の
意
味
は
そ
の
間
民
所
得
が
如
何
に
小
さ
な
も
の
で
あ
る
か
と
言
ふ
こ
と

七



三ι
面闇

説
(
そ
の

一'-../ 
経

済

般

を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
加
重
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
国
民
所
得
の
項
に
諮
る

こ
と
与
す
る
。
之
令
要
す
る
に
現
在
の
財
政
負
担
は
戦
争
に
よ
っ
て
極
端
に
貧
弱
な
も
の
と
な

っ
て
ゐ
る
国
民
経
済
に
と
っ
て
耐
え
難
い
程
に
巨
大
な
重
荷
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
当
面
の
国
民

経
済
の
負
荷
を
軽
減
せ
し
め
、
生
産
力
の
生
長
を
保
護
す
る
た
め
に
は
外
国
ク
レ
ヂ
ツ
ト
の
導

入
を
懇
請
す
る
と
同
時
に
、
囲
内
に
於
け
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
の
機
能
恢
彼
を
計
る
方
途
を
誹
ず
べ

き
で
あ
ら
う
。
然
し
午
ら
何
は
と
も
あ
れ
右
の
如
き
走
大
な
る
財
政
支
出
に
一
大
斧
鍛
を
加
へ

る
こ
と
な
く
し
て
日
本
経
済
の
速
急
な
る
恢
彼
を
計
る
こ
と
も
亦
至
難
と
言
ふ
べ
主
で
あ
る
。

六

、

岡

山

加

国
債
の
現
在
高
は
昭
和
五
年
の
約
六
O
億
円
か
ら
二
二
年
七
月
末
=
、
O
二
三
億
円
に
迄
増

大
し
て
ゐ
る
。
之
h
q
基
準
円
で
表
示
す
る
と
昭
和
五
年
の
王
六
億
七
千
万
円
か
ら
漸
増
し
て
同

一
九
年
末
に
は
二
四
四
億
円
に
迷
す
る
が
爾
後
物
価
の
激
勝
に
よ
り
そ
の
名
目
的
補
加
に
も
一
小

拘
急
激
に
減
少
し
て
二
O
年
一
一
一
月
五
O
億
七
千
万
円
、
二
一
年
ご
一
月
三
一
一
一
倍
九
千
万
円
と

な
り
二
二
年
七
月
末
で

一
三
億
六
千
九
百
万
円
(
昭
和
五
年
の
三
割
強
)
と
言
ふ
小
さ
な
も
の
と

な
り
終
っ
た
〈
附
表
第
十
二
参
照
)
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
現
在
-Mの
減
少
に
そ
の
年
の
発
行
高
を

加
へ
た
も
の
が
終
戦
後
約
二
年
聞
に
国
民
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
却
は
基
準

円
で
表
示
し
て
二
O
年
に
二
O
七
億
円
、

二
一
年
三
一
O
億
円
、
ニ
二
年
は
七
月
末
、
ま
で
に
約
一

五
倍
阿
に
上
る
。
尤
も
一
一
一
一
年
に
就
て
は
公
債
の
外
に
日
本
銀
行
の
対
政
府
貸
上
金
が
激
噌
し

て
ゐ
る
か
ら
之
を
加
算
す
れ
ば
年
度
末
ま
で
に
は
少
〈
と
も
二
O
億
円
に
達
す
る
で
あ
ら
う
。

財
政
白
書
が
発
表
し
た
三

一年
肢
の
国
民
所
得
九
、

0
0
0億
円
及
び
川
政
支
出
(
純
計
)
四
、

三
O
O
億
円
全
九
月
の
実
効
価
絡
指
数
で
基
準
内
に
挨
休
耕
す
れ
ば
夫
々
五
七
億
円
及
び
二
七
億

円
に
過
W
C
な
い
。
以
て
終
戦
後
短
則
聞
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
国
民
に
謀
せ
ら
れ
た

財
政
負
担
の
大
き
さ
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
白
書
が
国
民
の
臨
接
負
担
と
称
す
あ

一、

九

O

一
億
円
及
び
一
O
月
迄
の
突
際
の
税
収
入
一
二
二
O
億
円
を
恭
一地
十
円
に
臨
す
と
夫
々
一
二
億
円

及
び
二
惚
円
と
な
る
。
こ
の
内
一
O
月
迄
の
実
際
の
税
収
に
就
て
は
他
と
同
じ
〈
九
月
の
指
数

で
修
正
す
る
こ
と
は
多
少
妥
当
を
欠
〈
の
で
之
を
仮
に
七
月
の
指
数
で
修
正
す
れ
ば
約
ご
億
二

千
万
円
と
な
り
や
は
り
大
勢
に
影
響
は
な
い
。

何
れ
に
せ
よ
右
の
係
数
は
次
の
結
論
を
示
唆
す
る
に
充
分
で
あ
る
。
第
一
は
戦
争
に
よ
っ
て

凶
が
負
っ
た
負
般
の
大
・
4

川
分
は
既
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
っ
て
消
去
せ
ら
れ
て
了

二
八

っ
た
こ
と
、
第
二
は
、
然
し
乍
ら
現
在
も
な
ほ
国
家
が
国
債
文
は
日
銀
借
入
に
よ
り
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
国
民
に
課
し
て
ゐ
る
財
政
負
担
は
租
税
そ
の
他
の
直
接
的
負
担
に
比
し

極
め
て
大
宮
な
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
、
即
ち
之
で
あ
る
。

右
の
二
つ
の
点
は
な
ほ
若
干
の
補
足
的
説
明
を
必
要
と
す
る
。
先
づ
第
一
」
白
川
に
就
て
言
へ

ば
、
本
特
的
通
貨
安
定
工
作
の
た
め
の
条
件
と
し
て
は
、
こ
L
に
挙
げ
た
国
家
財
政
の
過
去
の

負
債
か
ら
の
解
放
の
外
に
、
生
産
力
の
恢
復
、
貿
易
収
支
の
均
衡
、
財
政
収
支
の
均
衡
等
の
諸

条
件
が
あ
り
、
又
多
〈
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
例
に
於
て
之
を
助
け
る
藍
要
な
条
件
と
し

て
外
国
ク
レ
ヂ
ツ
ト
の
援
助
及
び
流
通
現
金
の
実
質
価
値
の
激
減
及
び
あ
る
程
度
の
金
準
備
の

蓄
積
等
の
諸
条
件
が
あ
る
。
現
下
我
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
於
て
は
之
等
諸
条
件
の
何
れ

も
未
成
熟
で
あ
る
と
言
は
ざ
る
を
併
な
い
。
従
っ
て
未
だ
終
局
的
通
貨
安
定
工
作
の
時
期
に
非

ず
と
断
じ
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
次
に
第
二
点
で
あ
る
が
、
右
に
挙
げ
た
係
数
に
よ
る
と

国
債
減
価
に
よ
る
国
民
の
負
担
は
昭
和
二
O
年
に
於
て
最
も
大
で
あ
り
、
二
一
年
、
二
二
年
と

急
激
に
減
少
し
て
ゐ
る
。
然
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
二
二
年
は
二
O
年
よ
り
楽
で
あ
る
と
は
必
ず

し
も
言
ひ
得
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
二
O
年
は
未
だ
そ
れ
だ
け
余
裕
が
あ
っ
た
と
す
ら
言
ひ
得

る
。
何
と
な
れ
ば
エ
ン
ゲ
ル
の
法
則
に
も
示
さ
れ
る
如
〈
、
需
要
の
弥
力
性
の
原
理
に
よ
っ
て

一
O
の
中
五
取
ら
れ
る
こ
と
は
一
O
O
の
中
九
O
取
ら
れ
る
よ
り
も
痛
い
場
合
も
あ
り
得
る
か

ら
で
あ
る
。
か
L

る
意
味
に
於
て
二
二
年
の
約
二
O
憾
円
の
国
債
減
価
負
担
は
広
〈
国
民
の
最

低
生
活
の
維
持
を
よ
り
深
刻
に
街
す
も
の
で
あ
ら
う
。

七
、
社

昭
和
二
二
化
f

五
月
末
現
在
で
=
O
六
億
円
及
び
一
一
一
九
億
円
と
称
せ
ら
れ
る
銀
行
償
及
び
会

社
般
に
就
て
も
国
般
と
類
似
の
現
象
が
あ
る
。
先
づ
恭
一
昨
円
表
示
の
銀
行
悩
現
在
高
の
椛
移
を

見
る
と
、
昭
和
五
年
一
九
嶋
凶
千
万
円
か
ら
同
七
年
に
は
二
四
億
円
に
迷
す
る
が
、
そ
の
後
一

時
減
少
し
て
同
一
一
年

一
五
億
九
千
万
円
と
な
り
、
再
び
増
加
に
転
じ
一
九
年
一

二
月
末
に
は

約
二
八
億
七
千
万
円
に
迷
し
た
。
之
迄
は
大
体
に
於
て
発
行
と
償
避
に
よ
る
哨
減
で
あ
る
が
終

戦
後
は
物
倒
服
貨
に
よ
り
淑
減
し
て
二
三
年
五
月
末
で
約
一
億
九
千
七
百
万
円
と
な
っ
た
。
会

社
債
も
大
略
之
と
平
行
し
た
動
産
を
示
し
同
じ
く
五
月
末
で
約
一
億
三
千
三
百
万
円
と
な
っ
て

い
る
(
附
表
第
十
三
参
照
)
。

右
の
中
銀
行
般
に
就
て
は
こ
の
債
務
の
実
質
的
減
少
と
併
行
し
て
債
権
た
る
貸
付
の
実
質
価

同
ιミ

l
l
a
k
F
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値
も
減
少
す
る
か
ら
銀
行
と
し
て
は
一
応
損
も
得
も
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
が
経
営
の
基
盤

が
縮
小
し
た
限
り
に
於
て
ど
ち
ら
か
と
言
へ
ば
損
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し
会
社
ほ
極
め
て
有
利

な
立
場
に
立
つ
。
何
と
な
れ
ば
負
債
の
実
質
的
減
少
に
比
例
し
て
生
産
設
備
文
は
資
材
が
減
価

す
る
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
戦
争
に
よ
る
直
接
間
接
の
損
害
或
は
労
働
攻
勢

の
結
果
等
に
よ
っ
て
こ
の
社
債
減
価
利
益
の
何
割
か
或
は
そ
れ
以
上
の
損
害
を
蒙
っ
た
会
社
も

あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
多
〈
の
過
剰
労
務
者
を
抱
へ
市
も
生
産
能
率
の
余
り
芳
し
〈
な
い
大
会
社

の
多
〈
が
何
と
か
経
理
の
辻
複
を
合
せ
て
行
け
る
大
き
な
版
因
の
一
つ
は
此
所
に
見
出
さ
れ
る

で
あ
ら
う
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
場
合
は
社
債
権
者
の
負
担
に
於
て
此
等
大
会
社
の
従
業
員
が
盤

は
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
面
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
社
債
と
関
連
し
て
妹
式
に
就
て
も
大
休
同
様
な

こ
と
が
雷
ひ
得
る
。
尤
も
株
式
に
は
物
的
証
券
の
簡
が
あ
る
か
ら
や
L
被
雑
で
あ
る
が
現
荘
の

諸
条
件
の
下
に
於
て
は
縁
主
の
負
担
に
於
て
過
剰
労
務
者
が
控
は
れ
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
は
販

を
容
れ
な
い
。
之
は
或
意
味
で
は
巧
妙
な
社
会
政
策
と
も
称
し
得
ゃ
う
。
然
し
乍
ら
と
の
様
な

変
態
的
な
状
態
を
永
続
さ
せ
て
本
格
的
生
産
科
開
成
は
健
全
な
る
資
木
蓄
積
を
求
め
る
こ
と
は

木
に
縁
っ
て
魚
を
求
め
る
に
等
し
い
で
あ
ら
う
。

八
、
国
際
収
支

函
際
収
支
と
一一百
っ
て
も
終
戦
後
に
於
て
は
貿
易
外
収
支
が
な
い
か
ら
貿
易
だ
け
に
就
て
見
る

こ
と
L

な
る
。
昭
和
二
ご
年
一
月
乃
至
九
月
の
外
国
貿
易
は
貿
易
庁
の
発
表
に
よ
る
と
輸
出
五

二
億
四
千
丸
百
万
円
、
輸
入
一

一
一
億
三
千
万
円
で
あ
る
が
、
こ
の
輸
出
入
が
戦
前
の
そ
れ
に

較
べ
て
ど
の
程
度
の
水
準
の
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
之
を
基
準
円
に
換
算
す
る
。
然
る

時
は
右
の
価
額
は
輸
出
四
千
六
百
万
円
、
輸
入
八
千
九
百
万
円
、
差
引
入
超
四
千
三
百
万
円
で

あ
る
。
今
試
に
昭
和
五
年
を
と
っ
て
見
る
と
問
じ
〈
基
準
円
で
輸
出
一
一
一
一
億
八
千
三
百
万
円
、

輸
入
一
四
億
五
千
四
百
万
円
、
同
}
ご
年
は
輸
州
一

一一}一
億
一
千
万
円
、
輸
入
二
七
億
六
千

-
百

万
円
で
あ
る
。
何
れ
と
比
破
し
て
見
て
も
現
在
の
貿
易
の
昆
は
到
底
こ
の
限
ら
れ
た
国
土
に
八

千
万
人
の
圃
民
を
義
っ
て
行
け
る
水
制
中
に
は
な
い
こ
と
、
而
も
輸
入
超
過
の
四
甚
だ
け
を
と
っ
て

見
る
と
戦
前
に
比
し
大
し
て
遜
色
が
な
い
こ
と
、
更
に
こ
の
入
超
を
補
っ
て
ゐ
た
貿
易
外
収
入

超
過
が
皆
無
で
め
る
こ
と
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
を
得
る
。
以
て
現
下
我
国
貿
易
の
実
体
を

推
測
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
(
附
表
第
十
回
参
照
〉
。

我
国
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
現
段
階
に

つ
い
て

九
-
国
民
所
得

先
般
の
財
政
白
書
は
一
一
一
一
年
度
国
民
所
得
を
約
九

O
O
O億
円
主
推
定
し
た
。
昭
和
玉
、

六
年
頃
の
一

O
O億
円
内
外
と
比
較
す
る
と
こ
の
数
字
は
極
め
て
大
き
な
も
の
で
あ
る
が
果
し

て
そ
の
入
実
質
的
な
大
い
さ
は
何
の
程
度
の
も
の
で
あ
ら
う
か
。
国
民
所
得
に
問
す
る
各
種
の
数

字
は
勿
論
多
〈
の
推
定
を
含
み
何
れ
も
厳
密
な
意
味
で
正
確
を
期
し
難
い
。
此
所
で
は
一
応
昭

和
一
四
年
迄
は
内
閣
統
計
局
の
発
表
を
用
ひ
、
そ
れ
以
後
は
大
蔵
省
推
定
の
数
字
を
開
ひ
て
之

を
基
準
円
に
挽
算
す
れ
ば
我
同
の
函
民
所
得
は
概
ね
左
の
如
き
安
還
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
昭

和
五
年
の
一

O
O億
円
か
ら
前
後
漸
増
し
て
一
六
年
に
は
約
一
八
三
億
円
に
巡
す
る
が
以
後
漸

減
に
転
じ
一
九
年
一
四
八
億
円
と
な
っ
た
。
終
戦
の
年
で
あ
る
ご

O
年
以
降
そ
の
減
少
は
更
に

甚
だ
し
く
阿
年
は
約
八
丸
拙
円
、

二一

年
は
更
に
六
二
億
円
台
に
減
少
し
た
。
ニ
二
年
に
就
て

は
当
初
年
度
予
釦
編
成
に
当
っ
て
火
蔵
省
が
発
表
し
た
五
、

二
O
O億
円
を
阿
月
の
実
効
価
格

指
数
で
修
正
す
る
と
六

O
偲
円
、
又
財
政
白
容
が
発
表
し
た
九
、

0
0
0億
円
を
同
じ
〈
九
月

の
指
数
で
修
正
し
て
五
七
億
円
と
な
る
。
こ
の
数
字
は
大
体
昭
和
五
年
の
五
七
乃
歪
六

O
%と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
総
司
令
部
発
表
の
昭
和
五
乃
至
九
年
平
均
基
準
工
鉱
業
生
産
指
数
が
大

体
四
一
乃
至
四
二
銘
で
あ
り
、
農
業
生
産
は
大
体
問
和
五
年
の
七
乃
至
λ
割
程
度
で
あ
る
こ
と

を
勘
案
す
れ
ば
大
略
常
識
に
合
致
す
る
(
附
表
第
十
五
参
照
)
。

右
は
国
民
所
得
の
総
額
に
就
て
で
あ
る
が
之
に
人
口
の
増
加
を
勘
定
に
入
れ
る
と
そ
の
実
体

は
更
に
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
国
民
一
人
当
り
の
国
民
所
得
は
基
準

円
で
表
示
す
る
と
昭
和
五
年
の
一
五
五
円
か
ら
漸
増
し
て
同

一
六
年
に
は
二
四
六
円
に
達
す
る

が
二
二
年
は
人
口
を
七
、
八

O
O万
人
と
し
て
七
O
乃
至
七
六
円
に
過
ぎ
な
い
。
換
言
す
れ
ば

国
民
一
人
当
り
の
所
得
は
昭
和
五
年
の
半
分
に
満
た
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
中
か
ら
財
政
白

書
に
従
っ
て
国
民
一
人
当
り
の
直
接
の
財
政
負
担
二
、
四
O
O円
(
基
準
円
ピ
換
算
し
て
一
五

円
〉
を
控
除
す
る
と
国
民
一
人
当
り
支
出
し
得
る
所
得
は
五
五
乃
至
大
一
円
と
な
る
。
こ
の
中

吏
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
過
し
て
の
国
民
の
財
政
負
担
(
二
五
円
)
を
控
除
す
れ
ば
更
に
そ
の

数
字
は
三
O
乃
至
三
六
円
と
な
る
。

扱
然
ら
ば
こ
の
数
字
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
か
。
エ
ン
ゲ
ル
の
法
則

rよ
れ
ば
生
計
費

中
食
費
の
比
率
が
五

O
%に
及
ぶ
場
合
人
間
は
「や
っ
と
生
存
が
保
て
る
」
程
度
の
生
活
し
か
な

し
得
ず
、
こ
の
比
率
が
五
五
銘
を
超
へ
る
時
は
最
早
生
活
出
来
得
な
い
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
処
で

二
九



呈品

h胤

一、._/

般

説
(
そ
の

経

涜

基
準
円
に
よ
る
米
側
は
一
石
二
二
円
三
九
銭
で
あ
り
、
総
理
庁
統
計
局
の
生
計
費
調
査
に
よ
る

と
量
近
の
主
食
費
、
副
食
費
の
比
率
は
大
休
均
等
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
か
ら
食
費
だ
け
で
既
に

四

O
円
を
超
へ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ヱ
ン
ゲ
ル
の
法
則
に
よ
れ
ば
国
民
が
「
や
っ
と
生
存

が
保
て
る
」
程
度
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
少
〈
と
も
基
準
円
で
八

O
円
程
度
の
支
出
が

必
要
な
嘗
で
あ
る
。
従
っ
て
国
民
所
得
と
の
差
額
一
九
乃
至
二
五
円
程
度
は
過
去
の
替
制
の
喰

潰
し
に
依
存
し
て
ゐ
る
こ
と
に
な
る
。
之
と
そ
正
に
日
本
経
済
の
符
生
活
の
端
的
な
象
徴
で
あ

り
、
こ
の
過
去
の
都
秘
に
対
す
る
喰
込
み
な
〈
し
て
は
到
底
七
、
八

O
O万
の
国
民
が
現
在
の

生
活
な
維
持
し
得
ぬ
こ
と
は
容
易
に
理
解
し
得
ら
れ
る
で
る
ら
う
。

十
、
結

以
上
八
項
目
に
亘
っ
て
イ
ン
フ
レ
l

ジ
ョ
ン
の
諸
指
標
を
検
討
し
た
結
果
を
此
所
に
要
約
す

る
。
先
づ
物
価
は
昭
和
五
乃
至
九
年
平
均
に
比
し
附
和
二
一

一年
五
月
遂
に
一

O
O倍
に
達
し
、

そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
物
価
勝
貨
準
は
迎
貨
膨
脹
率
を
追
越
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

愈
々
第
三
期
の
段
階
に
入
っ
た
。
之
と
呼
応
し
て
戦
φ
末
則
か
ら
終
戦
直
後
に
か
け
て
極
端

に
増
大
し
た
公
定
と
聞
及
び
卸
売
と
小
先
の
各
側
地
指
数
の
議
離
は
何
れ
も
そ
の
高
い
も
の
が

低
い
も
の
を
泣
か
C

つ
け
て
行
く
と
い
ふ
形
で
次
第
に
単
一
側
枯
制
へ
の
彼
附
を
指
向
し
始
め

た
。
現
金
通
貨
の
実
質
側
値
の
減
少
は
未
だ
左
程
顕
著
で
は
な
い
が
預
金
通
貨
は
附
和
五
年
の

一
割
程
度
に
激
減
し
て
ゐ
る
か
ら
通
貨
全
体
と
し
て
は
昭
和
五
年
の
二
、
三
割
程
度
の
も
の
と

な
っ
て
ゐ
る
。
全
国
銀
行
の
預
金
残
高
も
既
に
附
和
五
年
の

一
割
内
外
に
過
宮
ず
、
而
も
そ
の

大
半
は
非
貯
蓄
性
預
金
で
あ
る
こ
と
が
明
と
な
っ
た
。
国
債
及
び
社
債
の
実
質
柿
他
の
激
減
は

一
而
財
政
及
び
企
業
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
が
、
他
而
依
然
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
高
進

の
好
指
標
た
る
を
失
は
な
い
。
外
国
貿
易
の
契
休
は
未
だ
組
め
て
微
弱
な
も
の
で
あ
り
、
生
産

恢
仙
似
の
作
滞
と
相
倹
っ
て
}
人
当
り
国
民
所
得
を
附
和
五
年
の
山
十
分
に
も
制
た
な
い
低
水
準
に

釘
付
け
に
し
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
く
全
一
山
的
に
説
弱
せ
る
国
民
経
済
の
中
で
同
家
財
政
の
み
は

独
り
戦
前
と
大
差
の
な
い
規
模
〈
昭
和
五
年
の
二
割
減
〉
を
維
持
し
つ
L
生
産
の
恢
復
な
圧
迫

し
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ム
尚
一
進
の
根
本
原
因
を
形
追
っ
て
ゐ
る
。
か
〈
見
来
る
時
我
国
の
イ
γ

フ
レ
1
シ
ヨ
ン
は
既
に
悪
性
イ
ン
フ
レ
l

ジ
ョ
ン
の
完
全
な
る
定
型
を
示
し
つ

つ
あ
り
、
一
歩

誤
れ
ば
何
時
で
も
最
後
の
破
局
的
段
階
に
突
入
す
る
条
件
を
術
へ
て
ゐ
る
と
一
一
雨
ふ
の
外
は
な

、。
も

語

。

然
ら
ぽ
反
面
本
格
的
通
貨
安
定
工
作
の
可
能
性
如
何
と
言
へ
ば
、
前
述
の
如
〈
生
産
力
の
恢

復
、
貿
易
収
支
の
均
衡
及
び
財
政
収
支
の
均
衡
等
の
基
本
的
条
件
は
も
と
よ
り
、

・国
般
負
担
の

軽
減
を
除
き
そ
の
他
の
重
要
な
る
副
次
的
諸
条
件
も
殆
ん
ど
未
成
熟
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
時

期
は
来
だ
可
成
り
先
の
こ
主
で
あ
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
故
に
経
済
の
破
局
化
を
阻

止
し
、
山
り
な
り
に
も
そ
の
均
衡
を
維
持
す
る
た
め
に
如
何
に
し
て
こ
の
イ
ン
フ
レ
l
シ
ヲ
ン

を
操
縦
し
て
行
く
べ
き
か
と
い
ふ
過
渡
期
の
問
題
は
依
然
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
取
払
ひ
、
白
目
の
下
に
そ
の
貧
弱
な
盗
態
を
露
呈
し
た

円
木
経
済
に
関
す
る
以
上
の
如
き
現
状
分
析
の
結
論
が
今
後
採
ら
る
べ
き
政
策
を
強
〈
制
約
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
ら
う
。
先
づ
極
端
に
貧
困
化
せ
る
国
民
所
得
の
現
状
を
以
て

し
て
は
所
得
税
収
入
に
多
く
を
期
待
す
る
こ
と
を
得
ず
、
そ
の
限
界
を
起
へ
て
霊
淵
附
す
る
時
は

徒
に
生
産
を
阻
碍
す
る
結
果
に
終
る
こ
と
必
定
で
あ
る
。
又
間
接
税
の
過
度
の
引
上
が
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
煽
ら
ぬ
道
理
は
な
〈
、
更
に
預
貯
金
、
公
抗
及
び
通
貨
の
実
質
柿
倣
の
激
減
は

通
貨
金
融
而
に
於
け
る
非
常
措
憶
が
既
に
そ
の
突
休
的
棋
拠
を
失
ひ
、
仮
令
之
が
実
施
せ
ら
れ

る
に
し
て
も
そ
の
効
操
に
歪
つ
て
は
到
底
前
回
の
比
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
か
く
し

て
滅
さ
れ
た
る
逝
は
相
当
巨
額
に
上
る
外
国
ク
レ
ヂ
ツ
ト
以
外
に
は
存
し
な
い
こ
と
と
な
る
が

之
も
早
急
に
我
方
の
派
望
す
る
だ
け
導
入
さ
れ
る
ζ
と
は
先
づ
困
難
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

架
し
て
然
り
と
す
る
な
ら
ば
実
際
問
題
と
し
て
悶
家
並
び
に
地
方
財
政
が
俄
か
に
そ
の
規
模
を

縮
小
す
る
こ
と
極
め
て
困
難
な
る
状
況
の
下
に
於
て
は
勢
ひ
そ
の
財
源
は
不
換
紙
幣
の
続
発
に

求
め
ら
る
べ
〈
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
愈
々
最
後
の
破
局
に
突
入
す
る
と
v
と
を
免
れ
な
い
で

あ
ら
う
。
(加
牒
)
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第
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目
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数
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梢
に
対
す
る
開
価
格
の
倍
率
表

現
金
通
貨
内
訳
表



第
七
、
預
金
通
貨
内
訳
表

第
八
、
通
貨
流
通
高
修
正
表

第
八
の
二
、
通
貨
流
通
高
修
正
表
(
終
戦
後
)

第
九
、
全
国
銀
行
主
要
勘
定
修
正
表

第
九
の
一
一
、
全
国
銀
行
主
要
勘
定
修
正
表
(
終
戦
後
〉

第
九
の
三
、
全
国
普
通
銀
行
預
金
内
訳
表

第
十
、
全
国
銀
行
自
由
預
金
残
高
修
正
表

第
十

一、

国
家
財
政
収
支
修
正
表
(
純
計
〉

第
十
二
、
閣
僚
発
行
及
現
在
高
修
正
表

第
十
三
、
社
債
現
在
高
修
正
表

第
十
四
、
国
際
収
支
修
正
表

第
十
五
、
国
民
所
得
修
正
表

第
十
六
、
各
国
物
価
指
数
推
移
対
照
表

第
十
七
、
各
国
通
貨
統
通
商
指
数
推
移
対
照
表
e

第
十
八
、
各
国
通
貨
流
通
高
(
戦
前
通
貨
表
示
)
対
照
表

附
表
第

綜
合
実
効
価
格
指
数
表
(
昭
五
|
九
年
平
均
基
準
)

王手

卸
売
指
数

小
売
指
数

月

昭
耳目

九八七六五四 三 二一
年年年年年年年年年

一一
一一八・丸

一三七
・九

一一
三
・人

一三()
・六

"" . 
e恒

一一
一七・六

一司
一九
・o

一-一軍
・七

o 
7く. 

一()七
・五

入九
・入

九四・五
一OZ
・5
一()凶・一
一

一()U7
0

我
国
イ
ン
フ

レ
ー

シ
ョ
ン
の
現
段
階
に
つ
い
て

現
金
通
貨
取
引
に

対
す
る
預
金
通
貨

取
引
の
倍
数人・九

七

-o
六
・九

-t: . 五・入

九三・九

五
・九

-
B

・L

j
毘
・
J

区~. 

8
・九

中山・-一

一
O
年
二
年
一一

一年

二
一一年

一
四
年

一
五
年

一
六
年

一
七
年

一
八
年

一
九
年

一()人
・入

一
一五
・九

}

E
ず
ん
・

t

一岨七・凹

プて

-J'-
一九七・
λ

-一一
一一・五

ニセ=一
・閉

三
口八・九

三七六・七

二

O
年
(
一

|
八
月
)

ご

O
年

二
一
年

綜
合
指
数

一三人
・七

= . 
プて

軍

-o 
一ニ人
・六

一()穴
・=一

九。
.百一
九回
・五

一O
四
・六

一〔)四
・0

二
二
年

九
月
一O
月

一
一
月

一
一一月月

二
月月

四
月
五
月
六
月
七
月
i¥ 
月
九
月
一O
月
二
月
二
一
月月

四穴
0

・-一

、O
八五・九

、
o
一九・一

一、一
λ

了五

一、回二
九・七

一、入四七
・エ

一、
O
人三
・0

}、百一四六
・-一

、六五人・出

、七
O
九
・0

、七人穴・閉

二、人芸
品・八

コ、七七コ
・同

豆、()一人・同

=一、
o
一六
・0

豆、同ニ八
・2

-、九四
五
・誕

回、二八五・穴

一O五
・0
一一0
・5
一二
0

・八

一三八
・四

一五四・九

一九=一
・o

-一二試
・
一

一丸一一
・九

回一回閉
・主

四一一一
0

・}一

五二七
・
一

三、
o
一入
・o

一一、七日四・八

一、
一一一=富士主主
J、. 
ー

三、九四百一
-
g

豆、二
一足
・九

豆、九一一回
・凶

六
、
一一
一人
・凹

窓、丸
O
三・

目、エ三
Z

・九

円、四九
0
・豆

目、一三人
・o

式
、
一八一品
・一-一

コ匹、、
-;>'; . 
氏
、
三
九七
・五

大、七三
一・0

七、七回
穴
・八

九、
0
0
五・
o

豆
・
同

五
・七
五
・九

主五. 五
・五
z
・0

Eヨ. 近
・穴
同
・-一
ー-I!Y 一・四

一. 
一一一
}・四
一. 一-。

7
0
 

一. 一. 0

・九

0

・七

0
・穴
。
.六

0

・穴

0

・六

0
・
鼠

0
・穴

0

・2

一
(〕
人
・
二

一一五
・0

一三
七
・0

一回五
・九

プて

ー. 
~'.ぐ

一九七
・o

ニ一
五
・七

一七六
・

冨ご五
・穴

百万七
・λ

. 
-t: 

四七八
・-一

r

、入九
0

・九

一、七
七人
・0

一、()七九
・=

ニ、翠七ニ
・=一

=一、五三
一・五

回、
o
oz
・七

回、()六五
・=一

問、}九=一・0

回、五六気
・

回、九六??

豆、
O
一九
・六

問、九
o
z・開

去、
(
U
回五
・0

五
、一コ九・岡

沼
、
苔
5
・
一

目、=一
ニ0
・豆

七、圏三一
・人



呈ι
百個

説
(
そ
の

一、、ノ

経

済

般

二
二
年

凶、同一

-・=一

九、九七五・
2

一()、
zo
z
・九

二
月

0

・5

入、一二(〕
・六

人、一品ニ出
・九

月

率、ニ-一八
・八

0

・六

四
月

豆、
O

九凶・五

0

・穴

λ

、さ宅・穴

。、凶耳目
・九

。、七
-
OF--
Fハ

=一、
ニ八七
・七

五
月

豆、
t
Z
4
7

0
・
式

七六
月月

六
、
}
}-
一・四

七、同一品一
・四

Cコ. 

一五、九八六・ニ

一九、。四八
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0

・六
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回、七七
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・五

八

月

九
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ニ七五
・
一

一

回
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宅

0
・円

九

月

九
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六

一

九

毛

豆

、

六

七

九

・0

綜
合
実
効
価
格
指
数
の
算
定
方
法
と
し
て
は
財
政
、
企
業
、
家
計
の
三
つ
の
主
体
に
つ

会
実
効
価
格
を
算
定
し
、
こ
の
一
一
一
者
を
綜
合
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
は
今
日
の
・実
態
に

即
し
た
方
法
で
・
あ
る
が
、
財
政
に
関
し
て
必
要
な
る
統
計
が
な
い
関
係
上
、
卸
売
及
小
売

取
引
と
い
ふ
視
角
よ
り
財
政
関
係
取
引
を
分
解
し
て
捉
へ
る
よ
り
外
に
方
法
が
な
い
。

註
間
卸
売
価
格
指
数
と
小
売
価
格
指
数
の
綜
合
は
下
記
方
法
に
よ
っ
た
。
即
ち
原
則
と
し

て
卸
売
取
引
は
預
金
通
貨
に
よ
り
小
売
取
引
は
現
金
通
貨
に
よ
り
行
は
れ
る
と
の
仮
定

を
用
び
両
者
の
総
取
引
金
額
の
比
率
を
算
定
し
、
こ
の
比
率
に
よ
る
ウ
エ
イ
ト
を
附
し

て
両
指
数
を
綜
合
す
る
(
附
表
第
四
番
照
)
。
と
こ
に
な
さ
れ
た
る
仮
定
は
戦
争
末
期
、

特
に
終
戦
後
の
現
実
と
は
相
当
の
隔
り
の
る
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
卸
売
取
引
金

額
或
は
小
売
取
引
金
額
を
直
接
法
に
よ
り
算
定
す
る
に
必
要
な
る
統
計
数
字
が
存
在
し

な
い
今
日
他
に
よ
り
適
当
な
る
具
体
的
方
法
は
見
出
し
難
い
。
文
そ
の
理
論
上
の
欠
陥

も
次
の
事
情
に
よ
り
多
少
緩
和
さ
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
特
に
終
戦
後
に
関

し
て
は
卸
売
取
引
の
相
当
部
分
が
現
金
取
引
と
な
っ
て
ゐ
る
と
推
定
さ
れ
る
関
係
上
「

上
記
の
仮
定
に
従
ふ
時
は
卸
売
価
柑
指
数
に
附
せ
ら
る
べ
き
ウ
エ
イ
ト
が
過
少
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
。
然
し
乍
ら
本
指
数
に
於
て
卸
売
実
効
州
格
指
数
と
し
て
採
用
し
た
日
水

銀
行
現
実
物
価
指
数
は
そ
の
訓
査
対
象
が
比
較
的
公
定
経
済
闘
に
よ
り
多
く
依
存
す
る

会
社
が
多
い
と
推
定
さ
れ
る
関
係
上
真
の
卸
売
実
効
州
特
指
数
よ
り
は
や
L

低
自
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
卸
売
指
数
の
ウ
エ

イ
ト
が
若
干
過
少
で
あ
る
こ
と
は

木
指
数
算
定
上
の
欠
陥
を
或
程
度
相
殺
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
そ
の
相

殺
の
程
度
は
計
量
す
る
と
と
が
山
来
な
い
。

註
悶
昭
和
二

O
年
欄
の
数
字
は
同
年
一
月
よ
り
λ
月
迄
の
平
均
で
あ
る
。
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一九、九
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・ニ
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・七
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・七

註
(1) 

附
表
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一

卸
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数
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昭
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一
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年
三
年
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五
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七
年
八
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九
年
一O
年
二
年
一
二
年

一
三
年

一
四
年

一
五
年

一
六
年

一
七
年

一
八
年

一
九
年

一~ 
一

明
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一一一
一
年
基
同
昭
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五
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一
一
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舶
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!
九
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準
白
銀
卸
売一
物
年
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準
指
準
日
銀
実
際
卸
平
均
基
準
卸
売

価

指

数

数

売

物

価

指

数

実

効

価
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指

数
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-(:: . 
プて

一八五
・z

“
lu--
M
'
JL句

-
4
J吋
‘

.u-

τ1 

J、. . -:rs. . 
τ_0 

ぺz
-1コ-Ii. 
冨一一一・
三

一2
5
・ニ

「一五五・
0

一一七穴
・凶

凶一九
・

二

O
年
(
一

l
八
月
)

二

O
年

二
一
年

一O
月

一
一
月

一
二
月

a
L白
・
ャミ

p
d
J

・1

・3

月

五回
m
・0

Z
50

・凶

前
一

r
A
問
・

0

八
O
-

)~ 

八九五
・五

ご一
一人
・九

= . 
ノ、
. 
-t 

一一一九
・o

一(〕
六
・
八九
・八

九凶
・z

一()五・=一

一()四・ニ

一八
。
・八

一一五
・九

一一
一%
・七

一四七・凶

一さ一
・八

一λ
一一・4ハ

一九
三
・七

ニ{)八
・=一

ニニ
0

・八
四六
・o

一九一・穴
一九・凶-z五

一号凶七()・
F

一

.告示岨
・八

I I 

-

(
〕

0

・0
一一八
・九

一二五
・人

一四五
・同

七0
・七

一八回
・

E

一z・九
一六六
・五

百三五
・。

-一]一八
・九

一=二
・八

一一号
一・七

一乙
九
.。

一()六
・
八九
・入

九回
・一品

一()五
・一ニ

}()回
・一
一

}()八
・入

一一五
・九

一=一此
・甘

一四七・凶

一穴
コ
・八

一九七
・入

宮. 
互L

七三
・附

三O
八・九

= } 
寸ニ.
3、. 
ー匂

四六
(〕

}、
()
λ
z

・九

、()一九
・

}、一
八
一・五

、四
二九
・七

一、八四七
・-一



二
一
年

二
月

四
月

七六五
月月月
八
月
九
月
一O
月

二

月

一
二
月

二
二
年

月
二
月

四
月
五
月月

F七
月
八
月
九
月

註
1 2 3 

九四五
・問

月

一、一品六回
・0

二、四回大・九

一一、五
十ニ
・固

--、思八回
・=一

=、八
吾一
・間

二、
九五七
・o

三
、一一
一九
・一
一一

嵐広岡
・o

九一六
・五

一、回一
一==・九

一、四
七一

τg

一、
広一岨
・畑

一、
六-m
〔)
・回

一、七
百一ニ
・八

一、八八六
・五

ノl

^ 2正
c> 

指日昭
数銀和
現入
実年
物基
{而準

=、
o
z幽
・-一

一、ーt 
~， . 
二、
一一三
一号八

一一、
一一百一五-
A

-一、
-一円-
・九

ェ、
七穴
0

・同

一弓
0
0
回
・
一

E

一二
ot
--一

削、問苔一
・七

日晶、
否
。
・5

五、七九九
・o

豆
、
-一閥R
・2

一一一、t
h尋問
・
一

閥、()混入
・百一

圏
、
一七
t
-
一

国、九日且
}・
一

四、人
二回
・o

Z
、閥単
回
・冨一

玉
、七八七
・λ

七
、
}一四
五
・七

八
、
七八
一・問

丸、一()九
・穴

我

国

イ

ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
段
一階
に
つ
い
て

卸
売
価
格
指
数
の
作
成
は
下
記
方
法
に
よ
っ
た
。

明
治
三
三
年
基
準
日
本
銀
行
東
京
卸
売
物
価
指
数
よ
り
出
発
し
、
そ
の
昭
和
五

l
九

年
平
均
を

一
O
Oと
せ
る
も
の
を
木
指
数
の
基
準
と
す
る
。
(尚
ほ
昭
和
八
年
基
準
を

明
治
三
三
年
基
単
に
直
す
換
算
率
は

一
・
八
で
あ
る
。
〉

公
定
価
格
と
悶
価
格
の
議
離
な
し
と
兄
ら
れ
る
昭
和

一
|
一
四
年
は
単
に
上
記
指
数

を
昭
和
五
l
I
九
年
平
均
基
準
に
換
算
(
換
算
率
0
・
五
八
六
〉
せ
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和

一
五
|
一
九
年
は
昭
和
二

O
年
四
月
日
本
銀
行
調
査
局
に
於
て
作
成
し
た
実
際

U
-

、
-一
一六
・八

国一、
z
o
z・豆

、
t 
2 . 
1弓

月

一品、
八一蕊
・=一

ゴ一
、八一
五
・f
一

五、入五九
・九

問、七一
0
・民

耳、一=六
・四

玉、三()-一・四

七、主九八
・五

九、
さ
=品
・0

九、
八九六
・0

}一、
(〕A
2
・0

二二
E

一四六
・ニ

二
、-R
S
八
・=一

}一、
き
九
・0

一一、七人向
・悶

-一、八
}霊
・八

二、七七三
・凶

三
、(〕
一λ
・凶

国九、
Cコ
ープて
-Cコ

冨一、
一凶ニλ
・五

一一一、九
四三
・五

回、-
一八五
・穴

問、四一一
・ロ一

車、
-一一一八
・八

豆
、O
九回
・五

耳
、吉
一九
・
一

ベ
一一一
一・回

七、
円近一
・回

品、
-一七一
一一・
一

九、穴一九
・t

附
表
第
三

4 
卸
売
物
価
指
数
(
昭
和

一

る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二

O
年
(
一
月
|
λ
月
)
は
昭
和

二

一l
l
一
九
年
に
於
け
る
実
効
価
格
よ
り
趨
勢

値
(
動
物
曲
線
〉
と
し
て
算
定
す
。

昭
和
二
一
年
一

一
月
以
降
は
聯
合
箪
司
令
部
の
指
示
に
基
8
H本
銀
行
統
計
局
に
於

て
作
成
の
現
実
物
価
指
数
〈
昭
和
八
年
を
一

O
Oと
す
る
日
本
銀
行
東
京
卸
売
物
価
指

数
に
連
繋
)
を
採
用
し
之
を
明
治
三
三
年
基
準
の
卸
売
指
数
に
連
繋
し
、

更
に
そ
れ
を

昭
和
五
|
九
年
平
均
基
準
に
換
算
(
換
算
率
一

・
O
五
六
〉
せ
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
昭
和
ご

O
年
九
月
|
一一

一
年

一
O
月
に
就
て
は
前
項
の
日
本
銀
行
現
実
物
価

指
数
が
作
成
さ
れ
て
ゐ
る
昭
和
一
一

一
年
一
一
月

l
一一一

一年
四
月
に
於
け
る
こ
の
実
効
価

格
が
公
定
物
価

(
日
本
銀
行
東
京
卸
売
物
価
指
数
〉
と
閥
物
価
(
日
本
銀
行
東
京
生
産
財

実
際
物
価
指
数
〉
の
如
何
な
る
ウ
エ
イ
ト
に
よ
る
組
合
せ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
か
を
逆

算
し
、
そ
の
六
ヶ
月
間
の
平
均
の
ウ
エ
イ
ト
(
公
定
0
・
八
八
、
闇

0
・
二

一
)
を
以
て

公
定
物
価
指
数
及
び
問
物
価
指
数
を
綜
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
効
価
格
指
数
を
算
定

し
た
。
但
し
昭
和
二
O
年
九
月
|
二
一
年
九
月
の
聞
物
価
指
数
は
直
接
法
に
よ
る
資
料

が
な
い
た
め
同
期
聞
に
於
け
る
消
費
財
聞
物
価
指
数
に
比
例
し
て
生
産
財
の
そ
れ
が
動

い
た
と
の
仮
定
の
下
に
推
算
し
た
。

小
売
価
格
指
数
表

大
正
三
年
基
準
同
昭
和
五
|
九
昭
和
二
年
基
昭
和
五
l
九
年

日
銀
小
売
物
価

年
平
均
基
準
指
準
日
銀
実
際
小
平
均
基
準
小
売

指

数

数

宛

物

価

指

数

実

効

価

格

指

数

一
年
を
一

O
O
)を
本
指
数
に
述
紫
(
換
算
率

一
-
一
五
九
)
せ

5 6 
昭
和

八七 六五四三 二 元
年年年年年年年年

-
M
b

、d

d
J
2
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一冨宅
・九

一三
七
・九

一八人・豆

一百5
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一Z5
・穴

一人間
・ニ
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一二七・
穴
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一・同

一ニZ
・七

一二五
・噌

一EE
-
-

。七
-g

ot--h 

圏一刀
・
忍

九思
・九

九一一品・九

-3て-̂ 

九四
・八

九回
・A

0
0
・九

一四五
・穴

一()0
・九

一一一一一一



九
年
一O
年
二
年
一
一
-
年

一
三
年

一
四
年

一
五
年

一
六
年

一
七
年

一
八
年

三ι
員団

説
〈
そ
の

九
年

一
O
年
(
一
ー
ー
八
月
〉

年

九
月
一O
月
二
月
一
二
月月

一一月月
四
月
五
月n 

七
月

i¥. 
月
九
月
一O
月
二
月

、、J一回入・七
一忠一
・六

}豆九
三一

-七回・
三

-
M

」

ヲ

j

j

・4
胃. 
3匂

二五九
・七
ユ
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b

一J
E
-
-
4J

ニ七(〕
・五

エ人
七
・0-L!!l 

三九三・
E

四豆附・ニ

四
H
E
-
-
R
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・七

八
二七・
一

八七七・八

一、
O
七
八・
0

一、六三凶・円

二、一さ
τ
o

-一、一品
去六
・凶

-一、八ニ九・穴

寸九回一
・0

一、八
九九・凹

一Z、
一一三一・凶

豆、
=一.品六・同

一、山
広岡
・一
一 経

j斉

一()一
一一・0

一()五
・o

一一
0

・z
一三人・回

一人ニ
ニ

一八七
・回

一九人
・八
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t 

}zoo
-九

z
o
o
-豆

=δ一
・一
一

五七一
一一・ニ

六O
A
・=一

七凶七
・

一、一芸一
・八

一、
凶九八
・一一一

一、七七一・六

一、九六
0

・九
般一-一0

・八

一豆凶
・九

一七九
・九

一七=
・六

一00
・0
O
A
・六

一-一0
・=一

一三回・入

一七五
・o

二(〕四・一

}一穴E
・
山内

τ= 一一一一. 
= 一

五九
0

・0

、
ζコ
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ノ、
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者総=本1
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l持均Jj
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0
0
九
・一-一

2

、一
七一
・凶

ニ、百一
一一広
・九

ェ、四
0
0

・八

八
-
・
出

八
ニ
・六

人
同・回
八
八・八

一()三・
o

一()五
.。

ご
0

・z

一一一0
・λ

一三人
・四

一五回・九
九三
・o

ニニ豆・一
一九
-一・九

一一一
凶回
・五

四

=δ
・ニ

五ニセ
・
一

=一、(〕一八・
o

-一、七
円
同
・八

E 

一、一一= ー吟.-J、. 
一ユ、九四一一一
・豆

沼、
一一一五・九

五、九ニ
四・
回

穴、一ニ八
・国

.s、九
O
三・一
一

大、ニ
ヨ五
・九

穴、四九
0

・z

六、
一三八
・o

六、?ハ五
・=

六、ニ
声
一・
一

六、
一元七
・5

六、七三
.。

四

二
一
年
一

一
一月

一
一一
一年

-

一品、
七九
一・

ニ、-R
ニ七三一

一()ニ
・ニ

七、
七回
大
・人

一一、九豆四
・五

、
七回()
・宜

一
一人・人

九、
0
0
五
・0

月
二
日
川

凶、
c--一一・九

一五一
・穴

九、九七草・
=

、七八}
・六

=
月

回、一
=一五
・

一五人
・六

一()、五()豆
・九

、八六
五
・七

四
月

凶、広
ニ凶
・人

一四
-一・
0

一()、七六百一
・六

一一
一一、
一-八七
・七

官官、、
士宮 ・ー'
一 軍

- $. . . 
ニニ -t; 

五
月

凶、七
七八
・
一

一七五
-
z
一

六
月

回、
入車八
・七

ニ
一()
・九

一五、
九八
六
・

冨一、
一一一
六七・一

回、

一七
一・
阻

七
月

六、
o
一九
・幽

-一広一

・=一

一九、
()四八
・2

i¥. 
月

山、八
一一・
円

七、九六八
・六

-芸一・人

一九、
九
一一0
・-一

回、七二
0

・四

}一元

-z
一八、一冨
一八
・九

九
月

近、
五二ニ
・ニ

註

小
売
柿
格
指
数
の
作
成
は
下
記
方
法
に
よ
っ
た
。

大
正
三
年
革
、
単
日
本
銀
行
東
京
小
売
物
航
指
数
よ
り
出
発
し
、
そ
の
明
和
五
|
九
年

平
均
を

一
O
Oと
せ
る
も
の
を
本
指
数
の
基
準
と
す
る
。

1 2 

昭
和
}
Et--

一
一
四
年
は
単
に
上
記
指
数
を
昭
和
五
1
九
年
平
均
基
準
に
換
算
(
換
算
率

0
・
六
九
三
)
せ
る
も
の
で
あ
る
。

3 

昭
和
一
五
|
一
九
年
は
卸
売
同
械
昭
和
二

O
年
四
月
日
本
銀
行
調
査
局
に
於
て
作
成

し
た
実
際
小
売
物
価
指
数
を
木
指
数
に
述
繋
(
換
算
率

一
・
一
O
一
二
〉
せ
る
も
の
で
あ

る。

4 

昭
和
二
O
年
(
一
片
|
八
月
)
は
附
和

一一

|

一
九
年
に
於
け
る
実
効
価
柿
よ
り
の
趨

勢
他
〈
助
物
線
)
と
し
て
算
定
す
。

5 

昭
和
一
二
年
八
月
以
降
は
聯
合
軍
司
令
部
の
指
示
に
基
き
総
理
庁
統
計
局
に
於
て
作

成
の
東
京
消
賞
者
物
価
指
数
を
次
の
方
法
に
よ
り
大
正
三
年
基
準
日
本
銀
行
東
京
小
売

物
価
指
数
に
述
繋
せ
る
も
の
。
即
ち
総
理
庁
消
費
者
物
価
指
数
の
基
準
と
な
っ
た
昭
和

一
二
年
八
月
|
二
二
年
三
月
平
均
の
各
品
目
別
笑
数
制
枯
と
日
本
銀
行
小
売
物
価
指
数

の
基
準
た
る
大
正
三
年
七
月
に
於
け
る
各
品
目
別
実
数
側
格
と
を
比
較
し
、
両
者
の
共

通
品
目
を
と
り
出
来
得
る
限
り
総
理
庁
物
価
指
数
の
ウ

エ
イ
ト
を
附
し
た
る
後
、
後
者

を
一

O
Oと
せ
る
前
者
の
指
数
一

O
、
九
三
九
を
算
出
す
。
次
に
此
の
指
数
を
昭
和

.A
j
九
年
平
均
基
準
に
換
算
(
換
算
率
0
・
六
九
一
一
一
)
す
る
。



最
後
に
昭
和
二

O
年
九
月
l
一
二
年
七
月
は
、
前
項
の
内
閣
統
計
局
消
費
者
物
価
指

数
が
作
成
さ
れ
て
ゐ
る
昭
和
二
一
年
八
月

l
ご
二
年
四
月
に
就
き
こ
の
実
効
価
格
が
公

定
物
価
(
日
本
銀
行
東
京
小
売
物
価
指
数
)
と
悶
物
側
(
日
本
銀
行
東
京
消
費
財
実
際
物

6 年

預

金

通

貨

預
金
通
貨
取
引
刻
現
金
通
貨
取
引
比
率
(
附

・
通
貨
回
転
速
度
)

周

回

転

預

速

度

ω

取

七
四
・
二
回

(2)貨

附
表
第
四

月

来

昭
和

九八七六五四三二一 O 九八 七 六五四 三二一
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

二
、
七
五
五

二
、
五
七
六

二
、
三
三
九

一
一、一

一一

一
一

二、

O
二
四

て
八
八
四

て
八
七
四

一、
九
九
O

二
、
O
五
六

二
、
O
三
七

二
二
二

O

二
、
七
九
九

二一
、
四

O
九

四
、
八
八
二

玉
、
八

二
}一

六
、
九
九
七

八
、
一一一
一一

九
、
二
ハ
二

一
O
、
八
四
九

二

O
年

二
ハ
、
O
三
五

一
五
、
二
三
九

}¥ 

月
九
月

五
四
・八

ムハ-
一・
一
一

六
=
一・一

一

五
-
・七

五
回
・

五
三
・

o

五
九
・凶

五
七
・
二

五
五
・
二

五
九
・
二

六
三
・五

五

一
・七

四
八
・

o

四
六
二

三
五
・五

三
九
・
一

三
四
・
九

二
八
・
八

二
八
・
八

我
国

イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
現
段
階
に
つ
い
て

二
八
・
八

金

通

引

高

二
O
四
、
四
一
一
一

一
四

一
二

六
四

一
四
五
、
四
八
五

一
一一一
丸
、
七
九
八

一
O
四
、
六
四
O

一
O
一
、
九
二
四

九
九
、
一二
二
二

一
一
八
、
ニ
O
六

一一

七
、
六
O
三

一
-
二
、
四
四
ご

一
一一一
O
、
八
三
二

一
七
七
、
λ
四
八

一
七
六
、
=
一一

三

二
三
四
、
六
二
八

三
六
λ
、
一二

一

二
四
八、
九
五
=
一

一二
二
五
、
二
一
六

三
ニ

O
、
五
四
六

三
二
三
二

二

O

四
六

一、
八
O
八

四
=
一八
、
八
八
三

価
指
数
〉
の
如
何
な
る
ウ
エ
イ
ト
に
よ
る
組
合
せ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
か
を
逆
算
し
そ

の
九
ヶ
月
間
の
平
均
の
ウ
エ
イ
ト
(
公
定
0
・
七
九
、
問
0
・
二

一
)
を
以
て
公
定
物
価

指
数
及
悶
物
価
指
数
b
z
綜
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
効
価
格
指
数
を
算
定
し
た
。

現

金

通

貨

て
二
五
七

一
、三
三

O

一、
三
七
四

て
三
二
九

て
一

八
五

一
、一

一
七

一
二

八
七

一
、
二
八
五

て
三
五
一

一、
四
五
三

一
、
五
三

一

一
、
八
二
三

-
一
、
一
四
二

一
一、
六
五
五

三
、
六
五
六

四
、
七
八
七

六
、
O
二
四

七
、
八
一一一

二

一、
九
七

一

二
三
、
九
九

O

四
三
二
二
八

同

回

転

速

度

削

一
八
・
O
回

一
五
・

o

一
五
・
三

一
間
・
三

一
五
・
O

一
五
・
一一一

一
三
・
五

一
回
二
ニ

一
五
・
三

一
回
二一

一
回
・
八

一
六
・
四

一
五
・九

一
五
・
八

一
四
・
四

一
一ー. 
一
九
・
六

九
・
五

六
・
九

」
、
・

b

」
/
4
4
ノ

ムハ
・
九

取現

金

通

貨

引

高

凶

二
二
、
七
二
六

ご

O
、
O
四
三

一
二

、
O
七
七

一
九
、一

一
一

一
七
、
八
五
九

一
七
、
二
二
回

一
六、

O
二
四

一
八
、
四
七
八

一
九
、

O
六
二

二
O
、
六
三
二

二
二、
六
五
八

二
九
、
八
九
七

三
四、

O
五
七

四

一、
九
四
九

五
二
、
六
四
六

五
七
、
九
二
二

五
七
、
八
二
一O

七
回
、
一一一七七

九

O
、
二
二
六

六
五
、
五
三

一

一
九
八
、
二
O
四
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四
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四
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三
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・
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O
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・九

四
・

o
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四
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〈
以
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平
均
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説
(
そ
の

二

Q
年
一

O
月

一
一
月

一
二
月

二

一
年

月
ご
月月

四
月
五
月)~ 

七
月

八
月
九
月
一O
月

一
一
月

一
一一
月

一
一
二
年

月
二
月j司

四
月
五
月月

ー七
月

一、.J

経

済

般

二
八
・八

二
八
・λ

二
八
・八

四
・六

ムハ
・一

一

五
・
三

二
三
・四

三

0
・九

一一一一一. 一一
ムハ
・
0

四
七
・五

一一一一. 
一一

一二八
・
二

三
五
・λ

四
七
・
八

二
七・
二

三
二
・五

三
八
・ニ

四
六
・

O

五
六
・五

四
九
・五

五
八
・九

四
二
一
、
七
三
一
一

四
五
一

、
一
二
三

四
四
六
二

九
八

三
九
七
、
九
O
五

六
二
九
、八

一
四

一
二
三
二
一
四
八

一
八
七
二
二
二
二

二
五
一
二
、

O
O五

二
七
三
、
O
二
四

三
一
入
、
京
六
四

四
三
回
、
八
五
五

三
二
一

、コ
一
二
八

四
回
一
、
八
六
六

四
O
問
、
九
O
五

六
六
二
、
四
六
七

三
九
三
、
六

一
八

五
O
三
、
七
九
九

七
四
七
、
一一

O

九
一
九
、

O
六
五

一
二
七

O
、
九
二
四

て

一
二
六
、
九
四
四

一
、
五
O
五
、
四

O
六

二
九
、
二
七
O

て
六
八
二
一、
O
二
五

預
金
通
貨
の
阿
転
速
度
は
、
昭
和

一
九
年
迄
は
東
京
手
形
交
換
所
調
査
に
依
っ
た
。

問
所
前
の
回
転
速
度
に
は
当
座
預
金
と
当
座
貸
越
の
合
計
を
分
母
と
す
る
も
の
と
、
当

座
預
金
の
み
在
分
母
と
す
る
も
の
の
=
積
あ
り
、
木
計
算
に
於
て
は
前
者
を
用
ひ
た
。

但
し
昭
和

一
二
年
以
降
は
前
者
を
欠
〈
た
め
前
者
は
後
者
に
比
例
(
比
例
常
数

0
・
六
)

す
る
も
の
と
し
て

一
一
年
以
前
に
連
繋
す
る
数
字
を
算
定
し
た
。

八
月

散
(1) 

一
四
二
三
一一
一

一
玉
、
六
六
四

一
五
、
四
九
三

一
六
、
一
七
五

一
七
、
三
七
九

λ
、O
二
四

八、

O
O

一

八
、
一
七
二

八
、
四
五
八

八
、
八
四
九

九
二

五
一

一
O
、
二
九
九

一
一
、
五
回
三

一
一、

=
八
五

一
三
、八
三
六

一
四
、
四
五
O

一
五
、
四
九
一

一
九
、
五

一
七

九
、
九
四
五

三
O
、
七

一
七

三
二
、
七
=
一九

-一
五
、
五
五

O

五
七
・五

て

O
七
五
、三一
四
回

六
九
九
、
三
八
三

八
九
八
、一

一
八

一、一

五
回
、
七
八
四

二
一

O
、
O
一
O

て
四
八
八
、
二
一
四

一
二
七
、
六

一
五

て

九

三

九

、

七

四

八

二
こ
三
、
七

O
凹

て
七
八
六
、
二
八
五

一
四
一
、
二
四
三

二

、
二
四
五
、
七
四
七

一
四
八
、
六
四

四

二

、ご

O
問
、
O
八
二

0
・七

昭
和
一
一

一
年
一
月
以
降
の
預
金
通
貨
回
転
速
度
は
今
回
日
本
銀
行
調
査
局
に
於
て
算

定
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
(
但
し
比
較
の
都
合
上
各
月
の
も
の
を
年
間
流
通
述

肢
に
換
算
す
。
尚
ほ
算
定
の
方
法
は
投
の
手
形
交
換
所
の
も
の
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
)

最
後
に
空
白
と
な
る
昭
和
二

O
年
に
就
て
は

て
九
昭
和

一
九
年
の
数
字
が
維
持
さ
れ
る

も
の
と
仮
定
し
た
。
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間

預

A
流
通
貨
取
引
金
額
は
上
記
預
金
通
貨
数
量
と
そ
の
回
転
速
度
の
相
乗
積
で
あ
る
。

悶
現
金
通
貨
の
回
転
速
度
は
先
づ
昭
和
一

O
l
一
七
年
に
就
き
日
本
銀
行
調
査
局
が
作

成
し
た
支
払
方
程
式
に
よ
っ
て
算
定
せ
ら
れ
る
数
字
を
採
用
し
た
。

(
ζ

と
に
一
言
ふ
支

払
方
程
式
と
は
国
民
経
済
に
於
け
る
す
べ
て
の
支
払
右
捕
捉
す
る
た
め
通
貨
数
量
一
説
に

関
す
る
フ
イ
ツ
シ
ヤ
!
の
方
程
式
を
修
正
せ
る
も
の
で
あ
る
。
)

次
に
昭
和
一

l
九
年
及
昭
和
一

λ
ー
一
九
年
の
分
に
就
て
は
現
合
通
貨
の
回
転
速
度

が
全
国
組
合
銀
行
の
月
末
日
現
金
収
納
高
の
流
通
現
金
総
量
に
対
す
る
比
率
と
大
休
に

於
て
比
例
す
る
と
の
仮
定
に
従
っ
て
算
定
し
た
。

附
表
第
五
公
定
価
格
に
対
す
る
悶
価
格
の
倍
率
表

巴
l

n

H
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昭
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二

O
年

二
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年
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第
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年
昭
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胃
月九

月
一O
月

一
一
月

一
二
月

二
月

四
月

月

末
月月

二

O
二
四λ 

一一一ー一
二
四四λ λ 問

各
年
月

平

均

流

通

高九人。
、{)五
一

、O
八六

一、六回一
一、回三穴

}、o
z豆

‘、
し
孟

J
Y」・

三 二四
七九九 売

四
四
四

四五

補
助
貨
及

小
額
紙
幣

流

通

高ニ七七

年
ヘ
各
年
末
J

/流
通
高
」

寸ヨ
;J~ 

(一三七〉

〈三二九〉

(五回
一角)

元
年
二
年
三
年
四
年
五
年

}八
八
o 
ロm

(
芸
ハ
ヨ
)

我
国
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
段
階
に
つ
い
て

一八八

(豆四回)
三

一
年

七六月
月月
八
月
九
月
一O
月

一
一
月

一
一
一
月

二
二
年

月月

(
単
位

百
万
円
)

現
金
通
貨

総

量-、}
一五七

一、百
一三O

一、冨
一七回
、
三一元
、
一八五

昭
和
二
一
年
以
降
に
就
て
は
従
前
の
も
の
に
連
繋
す
る
全
国
組
合
眼
行
月
末
現
金
収

納
高
に
関
す
る
統
計
が
と
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
次
の
方
法
に
よ
っ
て
推
算
し
た
。
即
ち

昭
和
一

l
一
九
年
に
於
け
る
現
金
通
貨
及
預
金
通
貨
の
回
転
速
度
の
比
率

(
ζ

の
数
値

は
大
体
に
於
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
〉
の
平
均
値
(
三
・
七
〉
を
求
め
、
そ
の
比
率
に

よ
っ
て
預
金
通
貨
の
回
転
速
度
か
ら
現
金
通
貨
の
そ
れ
を
算
出
す
る
。

凶
現
金
通
貨
取
引
額
は
上
記
現
金
通
貨
数
量
と
そ
の
回
転
速
度
と
の
相
乗
積
で
あ
る
。

間
現
金
及
預
金
通
貨
数
量
の
算
定
に
就
て
は
附
表
第
六
第
七
参
照
。

卸

売

売

五
月

日
本
銀
行
統
計
局
生
産
財
及
消
費
財
実
際
物
価
指
数
を
用
ひ
て
算
出
す
。

現
余
通
貨
内
訳
表日
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銀
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一
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一
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一、四五ニ
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一六)
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三
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(一、
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.、一
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一一、六五豆

一一一、六}岳山

回、七八七

穴、
O
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七、人
ニ
一

一二、九七一

ニ一
z
、九九
O

回一品、ニ一八

回一
-一、
一乙五

岡山ハ
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九八

豆
一、九八人

五七、=一
-克

六()、五五八

}一五、O
凶笠

二五、=一人
O

一一苫一
、七人豆

四
一、
二()=一

四七、八人九

芸品
、七(〕六

六二、七九()

六九、二ハ六

七冨一、三八九

λ

ロ一、国一六()

九五、入
O
穴

0
2
、-一回

一一
二、一一五

一二()、()
一。

l¥ 

一
一一一年

一-一丸、六八豆

ニペ(〕
Z
O

=一一一、
-
一六

、五六豆
、五八八

一-一七、六一五

五
月

七六
月月

豆、之、

δ 

一一三
一、七
G
回

一回
一、-一回エ

一四人、共同四

一回一
-一、七四五

一五()、六人一一
一

三九、六二五

四六、九人
一

、芦一七
、六六三

八
月

一志六、四一
大

一志一一、
一五
一

九
月

日
本
銀
行
券
各
年
月
平
均
流
通
高
は
昭
和
一
一
年
以
前
の
統
計
が
存
在
し
な
い
。
よ

っ
て
昭
和
一
二
!

一
六
年
の
五
ヶ
年
聞
に
於
け
る
各
年
末
発
行
高
と
各
年
平
均
流
通
高

の
比
率
を
求
め
そ
の
平
均
値
0
・
六
二
五
に
よ
っ
て
昭
和
元
1

一
二
平
に
於
け
る
平
均

流
通
高
を
算
定
し
た
。

尚
ほ
平
均
流
通
高
は
朝
鮮
銀
行
及
台
湾
銀
行
に
於
け
る
発
行
準
備
と
な
っ
て
ゐ
る
日

本
銀
行
券
を
含
ま
な
い
。

間

昭

和

二
0
年
四
月
以
降
は
発
券
準
備
高
に
関
す
る
朝
鮮
銀
行
及
台
湾
銀
行
か
ら
の
報

告
が
な
い
か
ら
同
月
以
降
金
融
緊
急
措
置
に
よ
っ
て
間
券
が
回
収
さ
れ
る
迄
の
則
聞
に

就
て
は
三
O
年
三
月
末
現
在
の
朝
鮮
銀
行
及
台
湾
銀
行
の
発
行
準
柿
充
当
高
が
維
持
き

、
3宍
-t: 
ー

一一品三、八
一一回

註
(1) (3) 

れ
た
も
の
と
し
て
計
算
し
た

補
助
貨
及
小
瓶
紙
幣
に
就
て
は
月
中
平
均
流
通
商
に
関
す
る
統
計
が
な
い
か
ら
各
年

月
末
平
均
流
通
商
を
採
用
し
た
。
こ
の
各
年
月
末
平
均
流
通
商
に
関
す
る
数
字
も
問
和

一
O
1
一
七
年
の
も
の
し
か
得
ら
れ
な
い
か
ら
こ
の
期
間
に
於
付
る
各
年
末
流
通
商
と

各
年
月
末
平
均
流
通
商
の
比
率
を
求
め
、
そ
の
平
均
値
0
・
八
七
聞
に
よ
っ
て
昭
和

元
|
九
年
及
昭
和

一
八、

}
九
両
年
に
於
け
る
各
年
月
末
平
均
流
通
商
を
算
定
し
た
。

(4) 

(日
木
銀
行
制
査
局
昭
和
一
入
年
訓
支
払
方
程
式
作
成
資
料
参
考
)

補
助
貨
及
小
一
線
紙
幣
の
朝
鮮
及
台
消
に
於
け
る
疏
通
高
に
就
て
は
昭
和
一
一
一

l
一
一一一年

の
数
字
し
か
両
方
揃
つ
て
は
得
ら
れ
な
い
か
ら
こ
の
期
間
に
於
け
る
流
、
通
比
率
(
全
流

通
数
量
に
対
し
て
殆
ど
四
%
前
後
に
安
定
)
に
よ
っ
て
そ
の
他
の
期
聞
に
於
け
る
そ
れ

を
算
定
し
て
総
流
通
商
よ
り
控
除
し
た
。
従
っ
て
木
表
の
補
助
貨
及
小
額
紙
幣
流
通
高

欄
は
朝
鮮
及
台
湾
の
分
を
控
除
し
た
各
年
月
末
平
均
流
通
高
で
あ
る
。

参
考
資
料
は
次
表
に
か
か
げ
る
預
金
通
貨
の
場
合
と
同
縦
で
あ
る
。

(5) 
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四
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人
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五

一
凶
、
同
五
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、
五
九
五

月
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一、
八
三
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一
、
穴
七
一

ご
阜
、
四
九
一

一
九
、
五
一

七

一
九
、
九
四
豆

月

一
七
、
人
芸
一

一
八
、
一
豆
三

、
六
六
五

、
八
一
一
一

月
JIt. 

月

一
八
、
入
六
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一
、
入
手
七

一
、
九
六
一
一

}一。
、
七
一
七

一一二
、
七
百
完

穴

月
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一一、
一
六
回
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、
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月

ニ
穴
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:Jt. 
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月

= 一一、
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、
7司E
t 
= 

註

ω
預
金
通
貨
の
数
量
に
就
て
は
全
国
銀
行
勘
定
〈
従
来
発
表
の
も
の
は
日
本
銀
行
勘
定

及
在
朝
鮮
銀
行
の
分
を
除
〈
が
、
在
台
湾
銀
行
の
分
を
含
む
か
ら
之
を
控
除
し
た
。
然

し
樺
太
及
沖
縄
の
分
は
分
離
不
能
で
あ
る
)
の
当
座
預
金
と
当
座
貸
越
と
の
合
計
を
採

用
じ
た
。
市
し
て
そ
の
数
字
は
各
年
月
末
残
高
し
か
得
ら
れ
な
い
が
銀
行
券
の
場
合
と

興
り
、
年
月
中
の
変
動
は
比
峡
的
僅
少
で
あ
る
か
ら
大
な
る
支
障
は
な
い
も
の
と
考
へ

ら
れ
る。

ω
昭
和
一
二
年
三
月
以
降
の
当
座
預
金
は
自
由
当
座
預
金
の
み
で
あ
る
。

九
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参
考
資
料

経

済

般

日
本
銀
行
調
査
局
金
融
資
料
要
録

玉

木
邦
経
済
統
計

日
本
銀
行
統
計
局
金
融
統
計
月
報

玉

木

邦

経

済

統

計

手

全
国
銀
行
主
要
勘
定
前

大
蔵
省
理
財
局
、
金
融
事
項
参
考
書

朝
鮮
総
督
府
、
朝
鮮
金
融
事
項
参
考
書

台
湾
銀
行
調
査
局
、
台
湾
金
融
経
済
月
報

通
貨
流
通
高
修
正
表

現
金
通
貨
平
均
流
通
高

一
、二
五
七

一
、
一一一
一一一六

一
、
一
二
七
四

一、
三
二
九

て
一
八
五

て

一
一
七

一
、
一
八
七

一
、
二
八
五

て
三
五
一

一
、
四
五
三

一
、
五
三

一

て
八
二
三

二
二
四
二

二
、
六
五
五

豆、
六
五
六

四
、
七
八
七

六、

O
二
四

七
、八
一一一

月

同
修
正
値

九
O
六

て
O

一O

て
O
凶

O

一
、

o
=一三

て
一
一
四

一、

一一=エ
ハ

一、
二
五
六

一
、
二
二
八

一、

=
九
九

一
、三
四
二

一、一
一一
一一一一

て
三
四
九

一、
四
九

一

一、六

O
五

一、
八
五
五

二、
一二

九

二、一

八
O

-一、四
七
八

(
単
位

預
金
通
貨
在
高

二
、
七
五
五

二、
五
七
六

二
、
三
三
九

一一二一一

一一

二、

o
=四

一
、
八
八
四

一、八
七
四

一、
九
九
O

=
、
O
五
六

二、

O
三
七

二
J

二
O

二
、
七
九
九

三
、
四

O
九

四
、
八
八
二

五
、
入
一

一一一

六
、
ブ
九

'

八、
=
二
一

九
、
二
ハ
二

百
万
円
〉

同
修
一
北
値

て
九
八
六

て
九
五
七

一
、
七
七

一

一
、
七
二
O

一
、
九
O
四

二
、
O
八
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一
、
九
八
三
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九
O
二

一
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九
七
六

一
、
八
八
二

一
、
九
二
一

二
、
O
七
一

二
、
三
七
三

二
、
九
五

一

二
、
九
五
O

=一
、
二
四
三

三
、
0
0七

三
、九
O
一二

四
0 

一
九
年

一二
、
九
七

一

三
、
二
六
O

一
O
、
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一一一年
と
は
日
本
に
付
て
は
昭
和

一
一一
一年
、
ド
イ
ツ
及
び
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
に

付
て
は

一
九
一
三
年
と
し
、
以
下
同
様
と
す
。

凶
日
本
欄
の
数
字
は
附
表
第
一
の
綜
合
実
効
価
格
指
数
に
よ
り
戦
前
の
円
に
換
算
せ
る

も
の
。
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ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
つ
い
て

昭
和
お
・
マ
-
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目

次

(ー)

は

し

が

き

国(斗

報
告
書
第
一
部
の
概
要
と
そ
の
意
義

報
告
書
第
二
部
の
構
成
と
そ
の
結
論

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
つ
い
て

附個)
表
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
報
告
と
の
関
係

対
日
賠
償
試
案
比
較
表
(
年
間
能
力
)

←) 

は

し

が

き

ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
は
、
一
九
四
七
年
六
月
三
十
日
附
を
以
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
海
外
調
査
相

談
所
(
。
4
冊目

g問
。

8
2ロ
S
F
H
5
0
4
0円
己
主
)
と
の
聞
に
、
日
本
の
工
業
施
設
に
対

す
る
賠
償
の
基
磁
と
な
る
べ
き
調
査
を
委
嘱
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
相
談
所
は
占
領
地

の
産
業
状
態
を
分
析
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
を
援
助
し
、
勧
告
を
行
ふ
目

的
を
以
て
ア
メ
リ
カ
有
数
の
技
術
及
び
評
価
関
係
諸
機
関
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
所

長
は
ク
リ
フ
ォ
ー
ド

・
ス
ト
ラ
イ
ク
氏
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
三
月

一
日
ロ
イ
ヤ
ル
陸
軍
長
官

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
と
は
右
契
約
に
基
き
広
範
な
る
実
地
調
査
を
も
含
む

六
ヶ
月
余
に
亙
る
作
業
の
結
果
作
成
さ
れ
た
最
終
報
告
書
で
あ
る
。
本
報
告
書
は
ポ
1
レ
!
賠

償
報
告
書
と
同
様
勧
告
案
の
形
式
を
と
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
自
身
の
公
式
の
見
解
で
は
な
い
。

然
し
乍
ら
ポ
l

レ
l

報
告
が
ア
メ
リ
カ
政
府
を
通
じ
て
極
東
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
対
日
中
間

賠
償
計
画
の
基
礎
と
な
っ
た
如
く
、
本
報
告
も
亦
対
日
賠
償
問
題
最
終
処
理
決
定
の
上
に
重
要

な
資
料
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
間
報
告
共
に
そ
れ
が
準
拠
す
る
対
日
賠
償
の
根
木
原
則
、
即

ち
戦
争
潜
在
力
の
破
壊
と
国
民
の
最
低
生
活
の
保
障
の
二
点
は
全
く
同
様
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
を
ポ
1
レ
1
報
告
と
比
較
す
る
時
、
そ
ζ
に
は
日
本
経
済
の
実
体
に
関
す
る

認
識
と
理
解
の
程
度
に
於
て
格
段
の
進
歩
が
あ
り
、
そ
の
結
果
こ
の
二
つ
の
勧
告
案
の
与
え
た

具
体
的
結
論
に
至
つ
て
は
、
殆
ど
質
的
と
も
称
す
べ
き
大
幅
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

周
知
の
如
く
本
報
告
の
内
容
は
二
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
即
ち
第
-
部
は
、
ア
メ
リ

カ
国
務
、
陸
軍
、
海
軍
三
省
の
調
整
連
絡
委
員
会
が
対
日
賠
償
に
関
し
協
議
作
成
し
た
「
公
文

書
二
三
六
|
四
三
号
」
に
従
ふ
場
合
、
ど
の
工
場
を
残
し
ど
の
工
場
を
撤
去
す
る
か
を
勧
告
し

た
部
分
で
あ
り
、
第
二
部
は
、
右
試
梁
と
関
係
な
く
、
海
外
調
査
相
談
所
独
自
の
見
解
に
よ
っ

て
臼
木
に
残
置
せ
ら
る
べ
き
諸
工
場
及
び
生
産
能
力
に
就
て
の
勧
告
で
あ
る
。
以
下
附
表
に
於

て
為
し
た
分
析
に
基
き
ポ
l
レ
l
最
終
報
告
と
比
較
し
つ
つ
、
第
一
部
及
び
第
二
部
の
概
要
を

説
明
し
、
最
後
に
そ
の
後
発
表
せ
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
報
告
書
と
の
関
係
を
考
察
す
る
と
と

と
す
る
。
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